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練
習
問
題

1 

[

Ａ] 
次
の
説
明
の
〔 

 

〕
に
当
て
は
ま
る
語
を
答
え
よ
。  

１ 

独
立
し
て
働
く
、
意
味
を
持
っ
た
こ
と
ば
の
最
小
単
位
を
、
〔 

 
 

〕
と
い
う
。  １ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

２ 

体
言
を
含
む
文
節
を
修
飾
す
る
語
を
、
〔 

 
 

〕
語
と
い
う
。  

２ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

３ 

自
立
語
で
活
用
し
単
独
で
述
語
に
な
る
語
を
、
〔 

 
 

〕
言
と
い
う
。  

３ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

４ 

付
属
語
で
活
用
す
る
語
を
、
〔 

 
 

〕
と
い
う
。  

４ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

５ 

付
属
語
で
活
用
し
な
い
語
を
、
〔 

 
 

〕
と
い
う
。  

５ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

 

[

Ｂ] 

次
の
語
を
現
代
仮
名
遣
い
に
直
し
て
平
仮
名
で
書
け
。  

６ 

つ
か
は
す
（
遣
は
す
）  

６ 
〔 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

〕 
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７ 

せ
う
と
（
兄
人
） 

 

７ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

８ 
咲
か
な
む  

８ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

９ 

ゆ
ゑ
（
故
）  

９ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

１０ 

あ
ふ
せ
（
逢
瀬
） 

 

１０ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

[

Ｃ] 

次
の
文
を
「
／
」
で
文
節
に
分
け
よ
。  

１１ 

あ
る
僧
、
人
の
も
と
へ
行
き
け
り
。
（
宇
治
拾
遺
物
語
）  

１１ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

１２ 

丹
た
ん

波
ば

に
出

い
づ

雲
も

と
い
ふ
所
あ
り
。
（
徒
然
草
・
二
三
六
）  

１２ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
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[

Ｄ] 

次
の
文
を
「
／
」
で
単
語
に
分
け
よ
。  

１３ 
ほ
の
か
に
う
ち
光
り
て
行
く
も
を
か
し
。
（
枕
草
子
・
一
）  

１３ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

１４ 

屋
の
内
は
暗
き
所
な
く
光
満
ち
た
り
。
（
竹
取
物
語
）  

１４ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

１５ 

雨
な
ど
降
る
も
を
か
し
。
（
枕
草
子
・
一
）  

１５ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

 

解
答 

１ 

〔 

単
語 

〕 

２ 

〔 

連
体
修
飾 

〕 

３ 

〔 
用 
〕 

４ 

〔 

助
動
詞 

〕 

５ 

〔 

助
詞 

〕 

６ 

〔 

つ
か
わ
す 

〕 

７ 

〔 

し
ょ
う
と 

〕 

８ 

〔 

さ
か
な
ん 

〕 

９ 

〔 

ゆ
え 

〕 

１０ 

〔 

お
う
せ 
〕

１１

〔 

あ
る
僧
、
／
人
の
／
も
と
へ
／
行
き
け
り
。 

〕 

１２ 
〔 
丹
波
に
／
出
雲
と
／
い
ふ
所
／
あ
り
。 

〕 

１３ 

〔 

ほ
の
か
に
／
う
ち
光
り
／
て
／
行
く

／
も
／
を
か
し
。 

〕 

１４ 

〔 

屋
／
の
／
内
／
は
／
暗
き
／
所
／
な
く
／
光
／
満
ち
／
た
り
。 

〕 

１５ 

〔 

雨
／
な
ど
／
降
る
／
も
／
を
か
し
。 

〕 

  
 

 



 

 

6 
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練
習
問
題

2 

活
用
判
定
（
易
）  

[

Ａ] 
次
の
傍
線
部
の
語
の
活
用
の
行
と
種
類
を
答
え
よ
。  

１ 

人
怖

お

ぢ
て
、
あ
へ
て
そ
の
わ
た
り
に
行
か
ず
。
（
宇
治
拾
遺
物
語
）  

１ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

２ 

神
へ
参
る
こ
そ
本

ほ

意
い

な
れ
と
思
ひ
て
、
山
ま
で
は
見
ず
。
（
徒
然
草
・
五
二
）  

２ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

３ 

立
ち
帰
る
音
す
。
（
蜻
蛉
日
記
）  

３ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

４ 

そ
の
前
後
に
死
ぬ
る
者
多
く
、
（
方
丈
記
）  

４ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

５ 

お
の
が
身
は
、
こ
の
国
の
人
に
も
あ
ら
ず
。
（
竹
取
物
語
）  

５ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕    
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[

Ｂ] 

次
の
傍
線
部
の
活
用
の
行
と
種
類
、
基
本
形
、
活
用
形
を
答
え
よ  

６ 
若
き
女
三

み
た

人
り

う
ち
群
れ
て
、
内

う
ち

様
ざ
ま

へ
行
き
け
り
。
（
今
昔
物
語
集
）  

６ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕  
 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

７ 

添
ひ
て
二
三
町
ば
か
り
行
け
ど
も
、
（
宇
治
拾
遺
物
語
）  

７ 
〔 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

〕  
 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

８ 

烽
ほ
う

火
く
わ

を
上
ぐ
れ
ど
も
、
（
平
家
物
語
・
烽

ほ
う

火
く
わ

之
の

沙
さ

汰
た

）  

８ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕  
 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

９ 

尻
を
ほ
う
と
蹴
た
れ
ば
、
失

う

せ
ぬ
る
な
り
。
（
宇
治
拾
遺
物
語
）  

９ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕  
 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

１０ 

石
を
、
は
か
な
き
筏

い
か
だ

に
載
せ
て
率

ゐ

て
来
れ
ど
沈
ま
ず
。
（
栄
花
物
語
）  

１０ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕  
 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
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〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

１１ 
打
ち
割
ら
ん
と
す
れ
ど
、
た
や
す
く
割
れ
ず
、
（
徒
然
草
・
五
三
）  

１１ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕  
 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

１２ 

京
に
の
ぼ
り
、
宮

み
や

仕
づ
か

へ
を
も
せ
よ
。
（
大
和
物
語
）  

１２ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕  
 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

１３ 

つ
ひ
に
は
そ
の
毒
の
故

ゆ
ゑ

に
死
ぬ
れ
ど
も
、
（
宇
治
拾
遺
物
語
）  

１３ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕  
 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

１４ 

祈
る
し
る
し
あ
り
て
、
風

か
ぜ

波
な
み

立
た
ず
。
（
土
佐
日
記
）  

１４ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕  
 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
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解
答 

 
１ 
〔 

カ
行
四
段
活
用 

〕 

２ 

〔 

マ
行
上
一
段
活
用 

〕 

３ 

〔 

サ
行
変
格
活
用 

〕 

４ 

〔 

ナ
行
変
格
活
用 

〕 

５ 

〔 

ラ
行
変
格
活
用 

〕 

６ 

〔 

カ
行
四
段
活

用
・
行
く
・
連
用
形 

〕 

７ 

〔 

カ
行
四
段
活
用
・
行
く
・
已
然
形 

〕 

８ 

〔 

ガ
行
下
二
段
活
用
・
上
ぐ
・
已
然
形 

〕 

９ 

〔 

カ
行
下
一
段
活
用
・
蹴
る
・
連
用
形 

〕 

１０ 

〔 

カ
行
変
格
活
用
・
来
・
已
然
形 

〕 

１１ 

〔 

サ
行
変
格
活
用
・
す
・
已
然
形 

〕 

１２ 

〔 

サ
行
変
格
活
用
・
す
・
命
令
形 

〕 

１３ 

〔 

ナ
行
変
格
活
用
・
死
ぬ
・
已
然
形 

〕 

１４ 

〔 

ラ
行
変
格
活
用
・
あ
り
・
連
用
形 

〕 

１５ 

〔 

ラ
行
変
格
活
用
・
あ
り
・
已
然
形 

〕   

 
 



11 

 

練
習
問
題

3 

活
用
判
定
（
難
） 

次
の
例
文
の
動
詞
を
す
べ
て
文
法
的
に
説
明
せ
よ
。
ま
た
、
活
用
表
を
完
成
さ
せ
よ
。 

① 

八
月
十
五
日
ば
か
り
の
月
に
出
で
居
て
、
か
ぐ
や
姫
い
と
い
た
く
泣
き
給
ふ
。 

  

② 

富
士
の
峰
か
す
か
に
見
え
て
、
上
野
・
谷
中
の
梢
、
ま
た
い
つ
か
は
と
心
細
し
。 

  

③ 

老
い
て
は
子
に
従
へ
。 

  

④ 

な
ん
と
て
か
か
る
憂
き
目
を
ば
見
る
べ
き
。 

  

⑤ 

「
い
づ
ら
（
＝
ど
こ
へ
行
っ
た
？
）
、
猫
は
。
こ
ち
率
て
来
。 
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⑥ 
世
に
ふ
り
ぬ
る
こ
と
を
も
、
お
の
ず
か
ら
（
＝
中
に
は
ひ
ょ
っ
と
し
て
）
聞
き
も
ら
す
あ
た
り
（
＝
人
）
も
あ
れ
ば
、 

  

⑦ 

白
露
の
色
は
ひ
と
つ
を
（
＝
一
つ
な
の
に
） 

い
か
に
し
て
（
＝
ど
う
し
て
）
秋
の
木
の
葉
を
ち
ぢ
に
染
む
ら
む 

  

⑧ 

夕
べ
に
寝
ね
て
、
朝
に
お
く
。 

  

⑨ 

「
観
音
火
杭
変
成
池
は
い
か
に
」
と
札
を
書
き
て
、
大
門
の
前
に
立
つ
。 

解
答 

① 

「
出
で
」
ダ
行
下
二
連
用
・
「
居
」
ワ
行
上
一
連
用
・
「
泣
き
」
カ
行
四
段
連
用
・
「
給
ふ
」
ハ
行
四
段
終
止 

② 

「
見
え
」
ヤ
行
下
二
・
連
用 

③ 

「
老
い
」
ヤ
行
上
二
連
用
・
「
従
へ
」
ハ
行
四
段
命
令 

④ 
 

「
か
か
る
」
ラ
変
連
体
・
「
見
る
」
マ
行
上
一
終
止 

⑤ 

「
率
」
ワ
行
上
一
連
用
・
「
来
」
カ
変
命
令 

⑥ 

「
ふ
り
」
ラ
行
上
二
連
用
（
「
古
く
な
る
」
の
意
）
・
「
聞
き
も
ら
す
」
サ
行
四
段
連
体
・
「
あ
れ
」
ラ
変
已
然 

⑦ 

「
染
む
」
マ
行
下
二
終
止 

⑧ 

「
寝
ね
」
ナ
行
下
二
連
用
・
「
お
く
」
カ
行
上
二
終
止 

⑨ 

「
書
き
」
カ
行
四
段
連
用
・
「
立
つ
」
タ
行
下
二
終
止 
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複
合
動
詞
は
、 

① 

「―

し
、
そ
し
て―

す
る
」
と
解
せ
る
時
は
、
別
々
の
二
語 

② 

「―

し
、
そ
し
て―

す
る
」
と
解
せ
な
い
と
き
は
、
一
語
の
複
合
動
詞 

③ 

本
動
詞+

補
助
動
詞
の
時
は
、
別
々 

 

飽
く 

恨
む 

足
る 

離
る 

借
る 

耐
ふ 

閉
づ 

基
本
形 

飽 恨 足 離 借 耐 閉 

語
幹 

か み ら れ ら へ ぢ 

未
然
形 

き み り れ り へ ぢ 

連
用
形 

く む る る る ふ づ 

終
止
形 

く
る 

む
る 

る 

る
る 

る 

ふ
る 

づ
る 

連
体
形 

く
れ 

む
れ 

れ 

る
れ 

れ 

ふ
れ 

づ
れ 

已
然
形 

き
よ 

み
よ 

れ 

れ
よ 

れ 

へ
よ 

ぢ
よ 

命
令
形 
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練
習
問
題

4 

用
言
総
合 

[

Ａ] 
傍
線
部
の
動
詞
の
活
用
の
種
類
と
し
て
正
し
い
も
の
を
選
べ
。  

１ 

世
界
の
を
の
こ
、
あ
て
な
る
も
い
や
し
き
も
、
い
か
で
こ
の
か
ぐ
や
姫
を
得
て
し
が
な
、
見
て
し
が
な
と
、
お
と

に
聞
き
、
め
で
て
惑
ふ
。
〈
竹
取
物
語
〉  

 
 

①
下
二
段 

 
②
四
段 

 

③
上
一
段 

 

④
下
一
段 

 
  

１ 

〔 
 

 
 

〕 
 

２ 

身
を
も
人
を
も
頼
ま
ざ
れ
ば
、
是
な
る
と
き
は
喜
び
、
非
な
る
と
き
は
恨
み
ず
。
〈
徒
然
草
〉  

 
 

①
変
格
活
用 

 

②
上
二
段
活
用 

 

③
四
段
活
用 

 

④
上
一
段
活
用 

 
  

２ 

〔 
 

 
 

〕 
 

３ 

石
山
に
を
と
と
し
ま
う
で
た
り
し
に
、
〈
蜻
蛉
日
記
〉  

 
 

①
上
一
段
活
用 

 

②
下
二
段
活
用 

 
③
上
二
段
活
用 

 

④
下
一
段
活
用 

 

⑤
変
格
活
用 

 

⑥
四
段
活

用 
 

  

３ 

〔 
 

 
 

〕    
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４ 

い
ぬ
る
五
日
の
夜
の
夢
に
、
御
そ
で
に
月
と
日
と
を
受
け
た
ま
ひ
て
、
〈
蜻
蛉
日
記
〉  

 
 

①
変
格
活
用 

 

②
下
二
段
活
用 

 

③
四
段
活
用 

 

④
上
一
段
活
用 

 

⑤
上
二
段
活
用 

 

⑥
下
一
段
活

用 
 

  

４ 

〔 
 

 
 

〕 
 

５ 

お
と
ど
か
ど
と
い
ふ
文
字
を
ふ
と
書
き
つ
く
れ
ば
、
〈
蜻
蛉
日
記
〉  

 
 

①
上
二
段
活
用 

 

②
下
二
段
活
用 

 

③
変
格
活
用 

 

④
四
段
活
用 

 

⑤
下
一
段
活
用 

 

⑥
上
一
段
活

用 
 

  

５ 

〔 
 

 
 

〕 
 

６ 

こ
の
同
じ
こ
と
の
見
ゆ
る
な
り
。
〈
蜻
蛉
日
記
〉 

 

 
 

①
変
格
活
用 

 

②
上
二
段
活
用 

 

③
下
二
段
活
用 

 

④
四
段
活
用 

 

⑤
下
一
段
活
用 

 

⑥
上
一
段
活

用 
 

  

６ 

〔 
 

 
 

〕 
 

７ 

し
ば
し
か
た
め
て
、
ひ
や
う
ど
射
た
り
。
〈
平
家
物
語
〉  

 
 

①
ヤ
行
上
一
段
活
用 

 

②
ア
行
下
一
段
活
用 

 
③
ラ
行
変
格
活
用 

 

④
ワ
行
上
二
段
活
用 

 

⑤
タ
行
下

二
段
活
用 

 

⑥
ラ
行
四
段
活
用 

 
  

７ 

〔 
 

 
 

〕 
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 [

Ｂ] 

次
の
問
い
に
答
え
よ
。  

８ 

動
詞
「
死
ぬ
」
の
活
用
を
次
の
中
か
ら
選
べ
。  

 
 

①
ラ
変 

 

②
ナ
変 

 

③
下
二
段 

 

④
四
段 

 

⑤
下
一
段 

 
  

８ 

〔 
 

 
 

〕 
 

９ 

活
用
の
種
類
が
他
の
三
つ
と
異
な
る
動
詞
を
含
む
も
の
は
ど
れ
か
。  

 
 

①
着
た
り
け
る 

 

②
ゐ
た
る 

 

③
射
け
り 

 

④
見
え
ず 

 
  

９ 

〔 
 

 
 

〕 
 

[

Ｃ] 

傍
線
部
の
活
用
形
に
つ
い
て
、
該
当
す
る
も
の
を
選
べ
。  

１０ 

行
く
末
も
頼
も
し
か
る
べ
き
に
、
〈
と
は
ず
が
た
り
〉  

 
 

①
連
体
形 

 

②
連
用
形 

 

③
已
然
形 

 

④
未
然
形 

 

⑤
命
令
形 

 

⑥
終
止
形 

 
  １０ 

〔 
 

 
 

〕 
 

１１ 

河
と
な
り
て
流
る
る
か
と
思
ひ
、
〈
と
は
ず
が
た
り
〉  

 
 

①
連
用
形 

 

②
連
体
形 

 

③
命
令
形 

 
④
已
然
形 

 

⑤
終
止
形 

 

⑥
未
然
形 

 
  １１ 

〔 
 

 
 

〕  
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１２ 

「
心
ち
の
わ
び
し
き
」
と
て
、
〈
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
〉  

 
 

①
連
用
形 

 

②
未
然
形 

 

③
命
令
形 

 

④
終
止
形 
 

⑤
已
然
形 

 

⑥
連
体
形 

 
  １２ 

〔 
 

 
 

〕 
 

１３ 

げ
に
な
が
ら
ふ
る
世
の
な
ら
ひ
、
〈
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
〉  

 
 

①
連
体
形 

 
②
終
止
形 

 

③
命
令
形 
 

④
連
用
形 

 

⑤
未
然
形 

 

⑥
已
然
形 

 
  １３ 

〔 
 

 
 

〕 
 

[

Ｄ] 

傍
線
部
の
各
語
を
そ
れ
ぞ
れ
活
用
形
に
よ
っ
て
二
つ
に
分
類
す
る
と
ど
の
よ
う
に
な
る
か
。
そ
の
組
み
合
わ
せ
と

し
て
も
っ
と
も
適
当
な
も
の
を
選
べ
。  

１４ 

財
宝
は
、
ａ

な
け
れ
ど
も
、
さ
す
が
に
空
倉
は
あ
ま
た
あ
り
け
り
。  

 
 

い
か
が
は
ｂ

せ
ん
と
思
ふ
も
か
な
し
く
、  

 
 

仏
僧
を
供
養
し
奉
る
こ
と
も
時
に
こ
そ
ｃ

よ
れ
、  

 
 

空
倉
に
入
り
て
求
め
ん
と
ｄ

す
れ
ば
、
倉
ご
と
に
そ
の
戸
つ
ま
り
て
あ
か
ず
。  

 
 

欲
情
の
ま
ま
に
福
を
ｅ

求
め
ば
、
今

こ
ん

生
じ
や
う

に
求
め
得
た
る
大
利
の
な
き
の
み
に
あ
ら
ず
、
〈
夢
中
問
答
集
〉  

 
 

①
［
ａ
ｃ
ｄ
ｅ
］
と
［
ｂ
］ 

 

②
［
ａ
ｂ
ｄ
ｅ
］
と
［
ｃ
］ 

 

③
［
ａ
ｃ
ｄ
］
と
［
ｂ
ｅ
］ 

 

④
［
ａ
ｂ
ｅ
］

と
［
ｃ
ｄ
］ 

 

⑤
［
ａ
ｄ
］
と
［
ｂ
ｃ
ｅ
］ 

 

⑥
［
ａ
ｅ
］
と
［
ｂ
ｃ
ｄ
］ 
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１４ 

〔 
 

 
 

〕 
 

[
Ｅ] 
傍
線
部
の
動
詞
の
終
止
形
を
答
え
よ
。  

１５ 
そ
の
器
に
足
ら
ず
侍
れ
ば
、
〈
十
訓
抄
〉  

１５ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

１６ 

障
子
を
引
き
開
け
お
は
し
て
、
〈
十
訓
抄
〉  

１６ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕  
 

[

Ｆ] 

形
容
詞
「
め
で
た
し
」
を
空
欄
に
適
切
な
形
に
活
用
さ
せ
よ
。  

１７ 

三
輪
・
初
瀬
か
け
て
詣
で
け
る
帰
さ
に
、
［ 

 
 

］
枝
ど
も
あ
ま
た
に
、
〈
兼
好
諸
国
物
語
〉  

１７ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

１８ 

持
た
る
枝
を
見
れ
ば
、
さ
し
も
［ 

 
 

］
し
紅
葉
の
多
く
散
り
失
せ
に
け
る
を
、
〈
兼
好
諸
国
物
語
〉  

１８ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
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[

Ｇ] 

傍
線
部
の
動
詞
の
終
止
形
を
ひ
ら
が
な
で
答
え
よ
。  

１９ 
世
の
中
に
絶
え
て
桜
の
咲
か
ざ
ら
ば
春
の
心
は
の
ど
け
か
ら
ま
し
〈
土
佐
日
記
〉 

 

１９ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

２０ 

千
代
経
た
る
松
に
は
あ
れ
ど
い
に
し
へ
の
声
の
寒
さ
は
変
ら
ざ
り
け
り
〈
土
佐
日
記
〉  

２０ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

[

Ｈ] 

傍
線
部
の
終
止
形
（
ひ
ら
が
な
で
表
記
す
る
こ
と
）
と
活
用
の
種
類
を
答
え
よ
。 

 

２１ 

ま
た
う
ち
と
け
て
寝
べ
き
心
地
も
せ
ず
。
〈
閑
田
文
草
〉  

２１ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕  
 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

２２ 

あ
は
れ
老
い
に
け
る
か
な
。
〈
閑
田
文
草
〉  

２２ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕  
 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

[

Ｉ] 

傍
線
部
の
動
詞
の
活
用
の
種
類
を
答
え
よ
。  

２３ 

巣
に
は
脚
を
の
み
据
ゑ
て
立
ち
居
た
り
。
〈
折
々
草
〉  

２３ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

２４ 

後
は
、
少
し
怖
ぢ
て
や
、
我
は
巣
の
上
な
る
枝
に
を
り
て
、
〈
折
々
草
〉  
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２４ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

[
Ｊ] 
傍
線
部
の
活
用
の
種
類
と
文
中
で
の
活
用
形
を
答
え
よ
。  

２５ 
せ
み
の
つ
ば
さ
に
似
た
り
。
〈
伽
婢
子
〉  

２５ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕  
 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

２６ 

そ
の
深
き
理

こ
と
わ
り

を
述
ぶ
る
に
、
僧
都
い
ま
だ
知
ら
ざ
る
こ
と
多
し
。
〈
伽
婢
子
〉  

２６ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕  
 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

２７ 

清
涼
殿
の
御
前
の
む
め
の
木
の
か
れ
た
り
し
か
ば
、
〈
大
鏡
〉  

２７ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕  
 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

２８ 

な
に
が
し
ぬ
し
の
蔵
人
に
て
い
ま
す
が
り
し
時
、
〈
大
鏡
〉  

２８ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕  
 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

２９ 

太
刀
を
乞
ひ
け
れ
ば
、
〈
宝
物
集
〉  

２９ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕  
 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

３０ 

季
き

札
さ
つ

、
か
へ
り
来
た
り
て
、
〈
宝
物
集
〉  

３０ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕  
 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
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３１ 

院
に
八
月
十
五
夜
せ
ら
れ
け
る
に
、
「
参
り
た
ま
へ
」
と
あ
り
け
れ
ば
、
〈
大
和
物
語
〉  

３１ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕  
 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕  
 

３２ 

「
せ
め
て
今
宵
は
な
参
り
た
ま
ひ
そ
」
と
と
ど
め
け
り
。
〈
大
和
物
語
〉  

３２ 
〔 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

〕  
 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

[

Ｋ] 

空
欄
に
は
、
動
詞
「
覚
ゆ
」
が
入
る
。
適
当
な
形
に
活
用
さ
せ
よ
。  

３３ 

物
語
の
ゆ
か
し
さ
も
［ 

 
 

］
ず
な
り
ぬ
。
〈
更
級
日
記
〉  ３３ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

３４ 

つ
づ
き
の
見
ま
ほ
し
く
［ 

 
 

］
ど
、
人
か
た
ら
ひ
な
ど
も
え
せ
ず
。
〈
更
級
日
記
〉  

３４ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

３５ 

い
み
じ
く
心
も
と
な
く
、
ゆ
か
し
く
［ 

 
 

］
ま
ま
に
、
〈
更
級
日
記
〉  

３５ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

[

Ｌ] 

傍
線
部
の
音
便
形
の
原
活
用
形
を
記
せ
。  

３６ 

さ
や
う
の
遊
び
者
は
人
の
召
し
に
従
う
て
こ
そ
参
る
べ
け
れ
。
〈
平
家
物
語
〉  
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３６ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

３７ 
年
も
ま
だ
幼
う
て
さ
ぶ
ら
ふ
を
、
〈
平
家
物
語
〉 

 

３７ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 

解
答 

１ 

〔 

① 

〕 

２ 
〔 
② 

〕  

３ 

〔 

② 

〕 

４ 

〔 

① 

〕 

５ 

〔 

② 

〕 

６ 

〔 

③ 

〕 

７ 

〔 

① 

〕 

８ 

〔 

② 

〕 

９ 

〔 

④ 

〕 

１０ 

〔 

① 

〕 
 

１１ 

〔 

② 
〕 
１２ 

〔 

⑥ 

〕  

１３ 

〔 

① 

〕 

１４ 

〔 

③ 

〕 

１５ 

〔 

足
る 

〕 
 

１６ 

〔 

引
き
開
く 

〕 

１７ 

〔 

め
で
た
き 

〕 

１８ 

〔 

め
で
た
か
り 

〕  

１９ 

〔 
た
ゆ 

〕 

２０ 

〔 

ふ 

〕 

２１ 

〔 

ぬ 

ナ
行
下
二
段
活
用 

〕 

２２ 

〔 

お
ゆ 

ヤ
行
上
二
段
活
用 

〕 
 

２３ 

〔 

ワ
行
下

二
段
活
用 

〕 

２４ 

〔 

ダ
行
上
二
段
活
用 

〕 

２５ 

〔 

ナ
行
上
一
段
活
用 

連
用
形 

〕 

２６ 

〔 

バ
行
下
二
段
活
用 

連
体
形 

〕 

２７ 

〔 

ラ
行
下
二
段

活
用 

連
用
形 

〕 
 

２８ 

〔 

ラ
行
変
格
活
用 

連
用
形 

〕 
 

２９ 

〔 

ハ
行
四
段
活
用 

連
用
形 

〕 

３０ 

〔 

カ
行
変
格
活
用 

連
用
形 

〕 
 

３１ 

〔 

サ

行
変
格
活
用 

未
然
形 

〕 

３２ 

〔 

マ
行
下
二
段
活
用 

連
用
形 

〕 
 

３３ 

〔 

覚
え 

〕 
 

３４ 

〔 

覚
ゆ
れ 

〕 
 

３５ 

〔 

覚
ゆ
る 

〕 

３６ 

〔 

従
ひ 

〕 

３７ 

〔 

幼
く 

〕   
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練
習
問
題

5

（
る
～
し
む
） 

次
の
傍
線
部
の
訳
を
〔 

 

〕
に
合
う
よ
う
に
補
っ
て
、
現
代
語
訳
を
完
成
せ
よ
。  

１ 

住
み
な
れ
し
ふ
る
さ
と
か
ぎ
り
な
く
思
ひ
出
で
ら
る
。（
更
級
日
記
）  

 
 

（
訳
）
住
み
慣
れ
た
旧
宅
が
こ
の
上
な
く
〔 

 
 

 

〕。  

１ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

２ 

涙
の
こ
ぼ
る
る
に
目
も
見
え
ず
、
も
の
も
言
は
れ
ず
。（
伊
勢
物
語
・
六
二
）  

 
 

（
訳
）
涙
が
こ
ぼ
れ
る
の
で
目
も
見
え
ず
、
も
の
も
言
う
〔 

 
 

〕。  

２ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

３ 

思
ふ
人
の
、
人
に
ほ
め
ら
る
る
は
、
い
み
じ
う
う
れ
し
き
。（
枕
草
子
・
一
三
〇
）  

 
 

（
訳
）
思
い
を
寄
せ
る
人
が
、
人
に
〔 

 
 

〕
の
は
、
た
い
へ
ん
う
れ
し
い
こ
と
よ
。  

３ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

４ 

源
げ
ん

三
さ
ん

位
み

入
道
と
て
、
今
年
は
七
十
五
に
ぞ
な
ら
れ
け
る
。（
平
家
物
語
・
穏

ぬ
え

）  

 
 

（
訳
）
源
三
位
入
道
と
い
っ
て
、
今
年
は
七
十
五
歳
に
〔 

 
 

〕。  

４ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

５ 

人
を
や
り
つ
つ
も
と
め
さ
す
れ
ど
、
さ
ら
に
な
し
。（
大
和
物
語
）  
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（
訳
）
人
を
行
か
せ
て
は
〔 

 
 

〕
け
れ
ど
も
、
ま
っ
た
く
い
な
い
。  

５ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

６ 
鳥
を
射

い

て
、
こ
の
妻

め

に
食
は
し
め
む
。（
今
昔
物
語
集
）  

 
 

（
訳
）
鳥
を
射
て
、
こ
の
妻
に
〔 

 
 

〕
よ
う
。  

６ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

７ 

お
ほ
や
け
も
行
幸
せ
し
め
た
ま
ふ
。（
大
鏡
・
時
平
）  

 
 

（
訳
）
天
皇
も
〔 

 
 

〕。  

７ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

８ 

こ
の
方

か
た

に
心
得
た
る
人
々
に
弾

ひ

か
せ
た
ま
ふ
。（
源
氏
物
語
・
末
摘
花
）  

 
 

（
訳
）
こ
の
方
面
に
通
じ
て
い
る
人
々
に
〔 

 
 

〕。  

８ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

解
答 

１ 

〔 

自
然
と
思
い
出
さ
れ
る 

〕 

２ 

〔 

こ
と
が
で
き
な
い 

〕 
３ 
〔 

褒 ほ

め
ら
れ
る 

〕 

４ 

〔 

な
り
な
さ
っ
た 

〕 

５ 

〔 

さ
が
さ
せ
る 

〕 

６ 

〔 

た
べ
さ
せ 

〕
７ 

〔 

お
出
か
け
を
し
な
さ
る 

〕 

８ 

〔 

ひ
か
せ
せ
な
さ
る 

〕 
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練
習
問
題

6

（
ず
～
ま
ほ
し
） 

次
の
傍
線
部
の
訳
を
〔 

 

〕
に
合
う
よ
う
に
補
っ
て
、
現
代
語
訳
を
完
成
せ
よ
。  

１ 

龍
た
つ

の
頸

く
び

の
玉
取
り
得
ず
は
帰
り
来

く

な
。
（
竹
取
物
語
）  

 
 

（
訳
）
龍
の
首
の
玉
を
取
る
こ
と
が
〔 

 
 

〕
帰
っ
て
く
る
な
。  

１ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

２ 

飛
あ
す

鳥
か

川
が
は

に
あ
ら
ね
ば
、
淵

ふ
ち

瀬
せ

さ
ら
に
変
は
ら
ざ
り
け
り
。
（
土
佐
日
記
）  

 
 

（
訳
）
飛
鳥
川
で
は
な
い
の
で
、
淵
も
瀬
も
ま
っ
た
く
〔 

 
 

〕
た
の
だ
な
あ
。  ２ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

３ 

親
子
と
見
ず
知
ら
ざ
ら
む
よ
。
（
う
つ
ほ
物
語
） 

 

 
 

（
訳
）
親
子
と
し
て
会
わ
ず
〔 

 
 

〕
の
だ
ろ
う
よ
。  

３ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

４ 

煩
わ
づ
ら

は
し
き
事
に
な
り
な
ん
ず
。
（
宇
治
拾
遺
物
語
）  

 
 

（
訳
）
面
倒
な
こ
と
に
き
っ
と
な
る
〔 

 
 

〕
。  

４ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

５ 

た
だ
帰
ら
む
は
、
い
と
さ
う
ざ
う
し
。 

（
堤
中
納
言
物
語
）  
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（
訳
）
こ
の
ま
ま
〔 

 
 

〕
は
、
と
て
も
も
の
足
り
な
い
。  ５ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

解
答 

１ 

〔 

で
き
な
い
な
ら
ば 

〕 

２ 

〔 

変
わ
ら
な
か
っ 

〕 

３ 

〔 

知
ら
な
い 

〕 

４ 

〔 

だ
ろ
う 

〕 

５ 

〔 

帰
る
と
し
た
ら
そ
れ 

〕 
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練
習
問
題

7

（
き
～
り
） 

１ 
塔

た
ふ

を
立
て
、
供

く

養
や
う

せ
し
か
ば
、
天
に
生
ま
れ
き
。
（
沙
石
集
）  

 
 

（
訳
）
塔
を
立
て
て
、
供
養
し
た
の
で
、
天
に
生
ま
れ
変
わ
っ
〔 

 
 

〕
。  

１ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

２ 

か
の
女
を
捕
ら
へ
て
上

あ

げ
つ
下

お
ろ

し
つ
糺

き
う

問
も
ん

す
。
（
義
経
記
）  

 
 

（
訳
）
そ
の
女
を
捕
ら
え
て
す
か
し
〔 

 
 

〕
脅

お
ど

し
〔 

 
 

〕
問
い
た
だ
す
。  ２ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

３ 

二
日
。
な
ほ
大

お
ほ

湊
み
な
と

に
泊
ま
れ
り
。
（
土
佐
日
記
）  

 
 

（
訳
）
二
日
。
依
然
と
し
て
大
湊
に
停
泊
し
〔 

 
 

〕
。  

３ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

〕 

解
答
１ 

〔 

た 

〕 

２ 

〔 

た
り
～
た
り
し
て 

〕 

３ 

〔 
て
い
る 

〕 
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練
習
問
題

8 

助
動
詞
総
ま
と
め 

 [
Ａ] 
次
の
傍
線
部
の
訳
を
〔 

 

〕
に
合
う
よ
う
に
補
っ
て
、
現
代
語
訳
を
完
成
せ
よ
。  

１ 

い
か
に
し
て
も
の
を
食

く

は
せ
ん
。
（
古
本
説
話
集
）  

 
 

（
訳
）
ど
う
に
か
し
て
も
の
を
食
べ
〔 

 
 

〕
よ
う
。  

１ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

２ 

や
が
て
か
け
こ
も
ら
ま
し
か
ば
、
口
惜
し
か
ら
ま
し
。
（
徒
然
草
・
三
二
）  

 
 

（
訳
）
す
ぐ
に
鍵
を
か
け
て
閉
じ
こ
も
っ
〔 

 
 

〕
、
残
念
だ
っ
た
だ
ろ
う
に
。  ２ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

３ 

は
や
舟

ふ
な

出
で

し
て
こ
の
浦
を
去
り
ね
。
（
源
氏
物
語
・
明
石
）  

 
 

（
訳
）
早
く
船
出
を
し
て
こ
の
浦
を
立
ち
去
っ
〔 

 
 

〕
。  

３ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

４ 

人
の
も
と
に
遣

や

ら
む
と
し
け
る
文

ふ
み

あ
り
。
（
蜻
蛉
日
記
）  

 
 

（
訳
）
人
の
も
と
に
送
ろ
〔 

 
 

〕
と
し
た
手
紙
が
あ
る
。  

４ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

５ 

例
の
涙
も
と
ど
め
ら
れ
ず
。
（
源
氏
物
語
・
須
磨
）  
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（
訳
）
い
つ
も
の
よ
う
に
涙
も
抑
え
る
〔 

 
 

〕
な
い
。  

５ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

６ 
ま
こ
と
に
、
い
か
に
昔
恋
し
か
り
け
む
。
（
無
名
草
子
）  

 
 

（
訳
）
本
当
に
、
ど
ん
な
に
昔
が
恋
し
か
っ
〔 

 
 

〕
か
。  

６ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

７ 

手
に
う
ち
入
れ
て
、
家
へ
持
ち
て
来
ぬ
。
（
竹
取
物
語
）  

 
 

（
訳
）
手
の
中
に
入
れ
て
、
家
へ
持
っ
て
〔 

 
 

〕
。  

７ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

８ 

楽
が
く

の
師
の
、
心
整
へ
て
、
深
き
遺

ゆ
い

言
ご

せ
し
琴

こ
と

な
り
。
（
う
つ
ほ
物
語
）  

 
 

（
訳
）
楽
人
が
、
心
を
正
し
て
、
深
い
遺
言
を
〔 

 
 

〕
琴
で
あ
る
。  

８ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

９ 

世
の
例

た
め
し

に
も
な
り
ぬ
べ
き
御
も
て
な
し
な
り
。
（
源
氏
物
語
・
桐
壺
）  

 
 

（
訳
）
世
間
の
語
り
ぐ
さ
に
も
〔 

 
 

〕
ご
待
遇
で
あ
る
。  ９ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

１０ 

伊
こ
れ

尹
ま
さ

・
兼

か
ね

通
み
ち

・
兼

か
ね

家
い
へ

な
ど
が
、
言
ひ
催
し
て
、
せ
さ
す
る
な
ら
む
。
（
大
鏡
・
師

も
ろ

輔
す
け

）  

 
 

（
訳
）
伊
尹
・
兼
通
・
兼
家
な
ど
が
、
そ
そ
の
か
し
て
、
〔 

 
 

〕
。  



33 

 

１０ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

１１ 
水

み
な

底
そ
こ

の
月
の
上
よ
り
漕

こ

ぐ
舟
の
棹

さ
を

に
さ
は
る
は
桂

か
つ
ら

な
る
ら
し
（
土
佐
日
記
）  

 
 

（
訳
）
水
底
の
月
の
上
を
漕
い
で
行
く
船
の
棹
に
触
れ
る
の
は
〔 

 
 

〕
。  

１１ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

１２ 

衣
き
ぬ

着
ぬ
妻
子
な
ど
も
、
さ
な
が
ら
内
に
あ
り
け
り
。
（
宇
治
拾
遺
物
語
）  

 
 

（
訳
）
服
を
〔 

 
 

〕
妻
子
な
ど
も
、
み
ん
な
家
の
中
に
い
た
。  

１２ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

１３ 

そ
の
道
を
知
れ
る
者
は
、
や
ん
ご
と
な
き
も
の
な
り
。
（
徒
然
草
・
五
一
）  

 
 

（
訳
）
そ
の
道
を
知
っ
て
い
る
者
は
、
す
ば
ら
し
い
者
〔 

 
 

〕
。  

１３ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

１４ 

は
る
か
に
見
や
ら
る
る
心
地
し
て
、
あ
は
れ
な
り
。
（
紫
式
部
日
記
）  

 
 

（
訳
）
遠
く
ま
で
見
送
ら
〔 

 
 

〕
感
じ
が
し
て
、
し
み
じ
み
感
慨
深
い
。  

１４ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

１５ 

陳
ぢ
ん

を
張
り
戈

ほ
こ

を
持
た
し
め
て
後
、
我
そ
の
命
を
司

つ
か
さ
ど 

ら
ん
。
（
太
平
記
）  
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（
訳
）
陣
形
を
と
り
戈
を
〔 

 
 

〕
て
か
ら
、
私
が
そ
の
命
令
を
と
り
し
き
ろ
う
。  

１５ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

１６ 
獣
と
い
へ
ど
虎
、
狼
な
ら
ぬ
は
住
ま
ざ
な
り
。
（
う
つ
ほ
物
語
）  

 
 

（
訳
）
獣
と
い
う
け
れ
ど
も
虎
や
、
〔 

 
 

〕
は
住
ま
な
い
そ
う
だ
。  

１６ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

１７ 

討
た
れ
た
ら
ん
は
、
な
ん
の
詮

せ
ん

か
あ
ら
ん
ず
る
ぞ
。
（
平
家
物
語
・
一
二
之
懸
） 

 

 
 

（
訳
）
討
た
れ
て
し
ま
っ
た
と
し
た
ら
そ
れ
は
、
何
の
か
い
が
〔 

 
 

〕
か
。  

１７ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

１８ 

げ
に
い
と
よ
き
所
な
め
り
。
汝

ま
し

が
堂
を
建
て
よ
。
（
大
鏡
・
道
長
）  

 
 

（
訳
）
な
る
ほ
ど
と
て
も
〔 

 
 

〕
。
お
ま
え
の
寺
を
建
て
ろ
。  

１８ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

解
答
１ 

〔 

さ
せ 

〕 

２ 

〔 

た
な
ら
ば 

〕 

３ 

〔 

て
し
ま
え 
〕 

４ 

〔 

う 

〕 

５ 

〔 

こ
と
が
で
き 

〕 

６ 

〔 

た
だ
ろ
う 

〕 

７ 

〔 

来

た 

〕 

８ 

〔 

し
た 

〕 

９ 

〔 

き
っ
と
な
る
に
ち
が
い
な
い 

〕 

１０ 
〔 

さ
せ
る
の
で
あ
る
だ
ろ
う 

〕 

１１ 

〔 

桂
で
あ
る
ら
し
い 

〕 

１２ 

〔 

着

て
い
な
い 

〕 

１３ 

〔 

で
あ
る 

〕 

１４ 

〔 

ず
に
は
い
ら
れ
な
い 

〕 

１５ 

〔 
持
た
せ 

〕 

１６ 

〔 

狼
で
は
な
い
も
の 

〕 

１７ 

〔 

あ
る
だ
ろ
う 

〕 

１８ 

〔 

よ
い
場
所
で
あ
る
よ
う
だ 

〕 

１９ 

〔 

わ
か
ら
な
い
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う 

〕 
２０ 
〔 

詠
ま
せ
な
さ
る 

〕 
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練
習
問
題

9

（
係
助
詞
） 

[

Ａ] 
次
の
傍
線
部
の
訳
を
〔 

 

〕
に
合
う
よ
う
に
補
っ
て
、
現
代
語
訳
を
完
成
せ
よ
。  

１ 

祭
り
の
こ
ろ
は
、
な
べ
て
今
め
か
し
う
見
ゆ
る
に
や
あ
ら
む
、
あ
や
し
き
小
家
の
半

は

蔀
じ
と
み

も
、
葵

あ
ふ
ひ

な
ど
か
ざ
し
て
、

心
地
よ
げ
な
り
。
（
堤
中
納
言
物
語
）  

 
 

（
訳
）
賀
茂
の
祭
り
の
頃
は
、
総
じ
て
華
や
か
に
見
え
る
の
で
〔 

 
 

〕
、
粗
末
な
小
さ
い
家
の
半
蔀
も
、
葵
な

ど
を
か
ざ
っ
て
、
気
持
ち
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。  

１ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

２ 

恋
し
く
は
形
見
に
せ
よ
と
我

わ

が
背

せ

子
こ

が
植
ゑ
し
秋

あ
き

萩
は
ぎ

花
咲
き
に
け
り
（
万
葉
集
・
二
一
一
九
）  

 
 

（
訳
）
恋
し
い
〔 

 
 

〕
形
見
に
し
な
さ
い
と
、
私
の
夫
が
植
え
た
秋
萩
は
花
が
咲
い
た
こ
と
よ
。  

２ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

３ 

心
な
し
と
見
ゆ
る
者
も
、
よ
き
一

ひ
と

言
こ
と

言
ふ
も
の
な
り
。
（
徒
然
草
・
一
四
二
）  

 
 

（
訳
）
情
趣
を
解
さ
な
い
と
思
え
る
者
〔 

 
 

〕
、
よ
い
一
言
を
言
う
も
の
で
あ
る
。  

３ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

４ 

中
垣
こ
そ
あ
れ
、
一
つ
家
の
や
う
な
れ
ば
、
望
み
て
預
か
れ
る
な
り
。
（
土
佐
日
記
）  

 
 

（
訳
）
間
の
垣
根
は
あ
る
〔 

 
 

〕
、
一
軒
の
家
の
よ
う
で
あ
る
の
で
、
（
自
分
か
ら
）
望
ん
で
預
か
っ
た
の
で
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あ
る
。  

４ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

５ 
雨
も
ぞ
降
る
。
（
徒
然
草
・
一
〇
四
）  

 
 

（
訳
）
雨
が
降
る
〔 

 
 

〕
。  

５ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

６ 

生
き
と
し
生
け
る
も
の
、
い
づ
れ
か
歌
を
詠
ま
ざ
り
け
る
。
（
古
今
集
・
仮
名
序
）  

 
 

（
訳
）
あ
ら
ゆ
る
生
き
も
の
は
、
〔 
 

 

〕
。  

６ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

７ 

異
説
を
好
む
は
、
浅

せ
ん

才
ざ
い

の
人
の
必
ず
あ
る
事
な
り
と
ぞ
。
（
徒
然
草
・
一
一
六
） 

 

 
 

（
訳
）
普
通
と
違
っ
た
考
え
を
好
む
の
は
、
浅
学
の
人
の
必
ず
あ
る
こ
と
だ
と
〔 

 
 

〕
。  

７ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

８ 

い
か
に
言
ひ
捨
て
た
る
こ
と
ぐ
さ
も
、
皆
い
み
じ
く
聞
こ
ゆ
る
に
や
。
（
徒
然
草
・
一
四
）  

 
 

（
訳
）
ど
ん
な
に
（
無
造
作
に
）
言
い
捨
て
た
言
葉
で
も
、
す
べ
て
す
ば
ら
し
く
聞
こ
え
る
の
で
〔 

 
 

〕
。  

８ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

解
答
１

〔 

あ
ろ
う
か 

〕 

２

〔 

な
ら
ば 

〕 

３

〔 

で
も 

〕 

４

〔 

け
れ
ど
も 

〕

５ 

〔 

と
困
る 

〕 

６ 

〔 

ど
れ
が
歌
を
詠
ま
な
い
こ
と
か
、

い
や
詠
ま
な
い
も
の
は
い
な
い
よ 

〕 

７ 

〔 

言
う 

〕 

８ 

〔 

あ
ろ
う
か 

〕 
９ 
〔 

誰
が
い
る
だ
ろ
う
か
、
い
や
い
は
し
な
い 

〕 

１０ 

〔 

こ
そ 

〕  
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練
習
問
題

10

（
格
助
詞
・
接
続
助
詞
） 

[

Ａ] 
次
の
傍
線
部
の
訳
を
〔 

 

〕
に
合
う
よ
う
に
補
っ
て
、
現
代
語
訳
を
完
成
せ
よ
。  

１ 

い
か
な
れ
ば
四
条
大
納
言
の
は
め
で
た
く
、
兼

か
ね

久
ひ
さ

が
は
わ
ろ
か
る
べ
き
ぞ
。
（
宇
治
拾
遺
物
語
）  

 
 

（
訳
）
ど
う
し
て
四
条
大
納
言
の
も
の
は
す
ば
ら
し
く
、
兼
久
〔 

 
 

〕
は
よ
く
な
い
の
だ
ろ
う
か
。  

１ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

２ 

い
と
や
む
ご
と
な
き
際

き
は

に
は
あ
ら
ぬ
が
、
す
ぐ
れ
て
時
め
き
た
ま
ふ
あ
り
け
り
。
（
源
氏
物
語
・
桐

き
り

壺
つ
ぼ

）  

 
 

（
訳
）
た
い
し
て
高
貴
な
身
分
で
は
な
い
方
〔 

 
 

〕
、
こ
格
別
に
寵

ち
ょ
う 

愛
あ
い

を
お
受
け
に
な
る
方
が
い
た
。  

２ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

３ 

風
の
吹
く
こ
と
や
ま
ね
ば
、
岸
の
波
立
ち
返
る
。
（
土
佐
日
記
）  

 
 

（
訳
）
風
〔 

 
 

〕
吹
く
こ
と
が
や
ま
な
い
の
で
、
岸
の
波
が
寄
せ
て
は
返
る
。  ３ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

４ 

人
に
も
語
ら
ず
、
習
は
む
と
も
思
ひ
か
け
ず
。
（
更
級
日
記
）  

 
 

（
訳
）
人
〔 

 
 

〕
も
話
さ
ず
、
習
お
う
と
も
考
え
な
い
。  

４ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

５ 

七
し
つ

珍
ち
ん

万
ま
ん

宝
ぽ
う

さ
な
が
ら
灰

く
わ
い 

燼
じ
ん

と
な
り
に
き
。
（
方
丈
記
）  
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（
訳
）
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
珍
し
い
宝
が
す
っ
か
り
灰
や
燃
え
が
ら
〔 

 
 

〕
な
っ
て
し
ま
っ
た
。  

５ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

６ 
そ
こ
な
り
け
る
岩
に
、
指

お
よ
び

の
血
し
て
書
き
つ
け
け
る
。
（
伊
勢
物
語
・
二
四
）  

 
 

（
訳
）
そ
こ
に
あ
っ
た
岩
に
、
指
の
血
〔 

 
 

〕
書
き
つ
け
た
。  

６ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

７ 

送
り
に
来
つ
る
人
々
こ
れ
よ
り
皆
か
へ
り
ぬ
。
（
更
級
日
記
）  

 
 

（
訳
）
見
送
り
に
来
た
人
々
は
こ
こ
〔 

 
 

〕
皆
帰
っ
た
。  

７ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

８ 

滝
口
な
ど
し
て
、
（
犬
ヲ
）
追
ひ
遣
は
し
つ
。
（
枕
草
子
・
七
）  

 
 

（
訳
）
滝
口
の
武
士
な
ど
〔 

 
 

〕
、
（
犬
を
）
追
放
し
て
し
ま
っ
た
。  

８ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

９ 

久
し
う
見
給
は
ざ
り
つ
る
に
、
山
の
紅

も
み

葉
ぢ

も
め
づ
ら
し
う
お
ぼ
ゆ
。
（
源
氏
物
語
・
東
屋
）  

 
 

（
訳
）
し
ば
ら
く
ご
覧
に
な
ら
な
か
っ
た
〔 

 
 

〕
、
山
の
紅
葉
も
新
鮮
に
思
わ
れ
る
。  

９ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

解
答 

１ 

〔 

の
も
の 

〕 

２ 

〔 

で 

〕 

３ 

〔 

が 

〕 

４ 

〔 

に 
〕 
５ 

〔 

と 

〕 

６ 

〔 

で 

〕 

７ 

〔 

か
ら 

〕 

８ 

〔 

に
命
じ

て 

〕 

９ 

〔 

の
で 

〕 
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練
習
問
題

11 

助
詞
総
合
演
習 

[

Ａ] 
次
の
傍
線
部
の
訳
を
〔 

 

〕
に
合
う
よ
う
に
補
っ
て
、
現
代
語
訳
を
完
成
せ
よ
。  

１ 

（
法

ほ
ふ

成
じ
や
う 

寺
じ

デ
ハ
）
草
木
す
ら
み
な
法

の
り

を
説
く
と
聞
こ
ゆ
。
（
栄
花
物
語
） 

 

 
 

（
訳
）
（
法
成
寺
で
は
）
草
木
〔 

 
 

〕
み
な
仏
法
を
説
く
よ
う
に
聞
こ
え
る
。  １ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

２ 

月
影
ば
か
り
ぞ
、
八

や

重
へ

葎
む
ぐ
ら

に
も
障

さ
は

ら
ず
さ
し
入
り
た
る
。
（
源
氏
物
語
・
桐
壺
）  

 
 

（
訳
）
月
の
光
〔 

 
 

〕
が
、
幾
重
に
も
茂
っ
た
草
に
も
遮
ら
れ
ず
差
し
込
ん
で
い
る
。  

２ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

３ 

昔
、
男
、
武

む
さ

蔵
し

の
国
ま
で
惑
ひ
歩
き
け
り
。
（
伊
勢
物
語
・
一
〇
）  

 
 

（
訳
）
昔
、
男
が
、
武
蔵
の
国
〔 

 
 

〕
さ
ま
よ
い
歩
い
た
。  

３ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

４ 

（
鶯

う
ぐ
ひ
す 

ガ
）
か
し
が
ま
し
き
ま
で
ぞ
鳴
く
。
（
枕
草
子
・
三
九
）  

 
 

（
訳
）
（
鶯
が
）
や
か
ま
し
い
〔 

 
 

〕
鳴
く
。  

４ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

〕  
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５ 

若
き
人
た
ち
は
、
「
な
ほ
こ
と
な
り
け
り
」
な
ど
言
ふ
。
（
源
氏
物
語
・
竹
河
） 

 

 
 

（
訳
）
若
い
人
た
ち
は
、
「
や
は
り
格
別
で
あ
る
な
あ
」
〔 

 
 

〕
言
う
。  

５ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

６ 

た
だ
、
波
の
白
き
の
み
ぞ
見
ゆ
る
。
（
土
佐
日
記
）  

 
 

（
訳
）
た
だ
、
波
の
白
い
の
〔 

 
 

〕
が
見
え
る
。  

６ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

７ 

人
の
持
ち
た
ら
ん
ず
る
太
刀
千
振

ふ
り

取
り
て
、
重
宝
に
せ
ば
や
。
（
義
経
記
）  

 
 

（
訳
）
人
が
持
っ
て
い
る
よ
う
な
太
刀
を
千
本
奪
っ
て
、
大
事
な
宝
に
し
〔 

 
 

〕
。  

７ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

８ 

暮
れ
に
だ
に
、
心
静
か
に
も
が
な
。
（
う
つ
ほ
物
語
）  

 
 

（
訳
）
せ
め
て
夕
暮
れ
時
だ
け
で
も
、
心
静
か
〔 

 
 

〕
。  ８ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

９ 

今
は
か
く
馴

な

れ
ぬ
れ
ば
、
何
事
な
り
と
も
隠
し
そ
。
（
今
昔
物
語
集
）  

 
 

（
訳
）
今
は
こ
の
よ
う
に
親
し
く
な
っ
た
の
で
、
ど
ん
な
こ
と
で
あ
っ
て
も
隠
さ
〔 

 
 

〕
。  

９ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

１０ 

い
と
い
み
じ
き
こ
と
か
な
。
（
蜻
蛉
日
記
）  
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（
訳
）
と
て
も
大
変
な
こ
と
だ
〔 

 
 

〕
。  

１０ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

１１ 
い
つ
し
か
そ
の
日
に
な
ら
な
む
。
（
枕
草
子
・
三
）  

 
 

（
訳
）
早
く
そ
の
日
に
な
っ
〔 

 
 

〕
。  

１１ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

１２ 

こ
の
歌
、
あ
る
人
の
い
は
く
、
柿

か
き
の 

本
も
と
の 

人
ひ
と

麻
ま

呂
ろ

が
歌
な
り
。
（
古
今
集
・
三
三
四
）  

 
 

（
訳
）
こ
の
歌
は
、
あ
る
人
〔 
 

 

〕
言
う
こ
と
に
は
、
柿
本
人
麻
呂
の
歌
で
あ
る
。  

１２ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

１３ 

三
つ
四
つ
ば
か
り
の
女
君
の
い
と
い
と
う
つ
く
し
き
ぞ
お
は
し
け
る
。
（
栄
花
物
語
）  

 
 

（
訳
）
三
歳
、
四
歳
ほ
ど
の
女
君
〔 

 
 

〕
非
常
に
か
わ
い
ら
し
い
女
君
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。  

１３ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

１４ 

ま
こ
と
に
か
ば
か
り
の
は
見
え
ざ
り
つ
。
（
枕
草
子
・
九
八
）  

 
 

（
訳
）
本
当
に
こ
れ
ほ
ど
〔 

 
 

〕
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。  

１４ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
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１５ 

見
た
て
ま
つ
り
た
ま
ふ
に
、
御
か
た
ち
に
く
げ
も
な
し
。
（
栄
花
物
語
）  

 
 

（
訳
）
見
申
し
上
げ
な
さ
る
〔 

 
 

〕
、
ご
容
貌
は
見
苦
し
い
様
子
も
な
い
。  

１５ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

１６ 

気
け

近
ぢ
か

う
を
か
し
き
も
の
か
ら
、
ま
た
い
と
や
む
ご
と
な
し
。
（
栄
花
物
語
）  

 
 

（
訳
）
親
し
み
や
す
く
趣
深
い
〔 

 
 

〕
、
一
方
で
は
と
て
も
重
々
し
い
。  

１６ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

１７ 

手
て

塚
づ
か

の
別
当
落
ち
に
け
り
。
（
平
家
物
語
・
木
曽
最
期
）  

 
 

（
訳
）
手
塚
の
別
当
は
逃
げ
〔 

 
 

〕
た
。  

１７ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

１８ 

よ
き
所
を
求
め
ゆ
く
に
、
天
の
河
と
い
ふ
所
に
い
た
り
ぬ
。
（
伊
勢
物
語
・
八
二
）  

 
 

（
訳
）
よ
い
場
所
を
探
し
て
行
く
〔 

 
 

〕
、
天
の
河
と
い
う
所
に
着
い
た
。  

１８ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

１９ 

何
わ
ざ
し
て
か
は
暮
ら
す
べ
き
。
（
源
氏
物
語
・
若
菜
上
）  

 
 

（
訳
）
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
日
暮
れ
ま
で
〔 

 
 

〕
。  
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１９ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

２０ 
い
か
で
こ
の
人
に
、
思
ひ
知
り
け
り
と
も
見
え
に
し
が
な
。
（
枕
草
子
・
二
五
一
）  

 
 

（
訳
）
ど
う
に
か
し
て
こ
の
人
に
、
よ
く
わ
か
っ
た
こ
と
よ
と
も
見
ら
れ
〔 

 
 

〕
。  

２０ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

解
答 

１ 

〔 

で
さ
え 

〕 

２ 

〔 

だ
け 

〕 

３ 

〔 

ま
で 

〕 

４ 

〔 

ほ
ど 

〕 

５ 

〔 

な
ど
と 

〕 

６ 

〔 

だ
け 

〕 

７ 

〔 

た
い
も
の
だ 

〕 

８ 

〔 

で
あ
れ
ば
な
あ 

〕 
９ 

〔 

な
い
で
く
れ 

〕 

１０ 

〔 

な
あ 

〕 

１１ 

〔 

て
ほ
し
い 

〕 

１２ 

〔 

が 

〕 

１３ 

〔 

で 

〕 

１４ 

〔 

の
も
の 

〕 

１５ 

〔 

と 

〕 

１６ 

〔 

の
に 
〕 
１７ 

〔 

て
し
ま
っ 

〕 

１８ 

〔 

と 

〕 

１９ 

〔 

過
ご
す
の
が
よ
い
か 

〕 

２０ 

〔 

た
い 

〕 
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練
習
問
題

12 
次
の
短
文
を
現
代
語
訳
せ
よ
。
（
助
動
詞
に
注
意
す
る
こ
と
。
） 

➢
 

起
き
て
見
つ
寝
て
見
つ
蚊
帳
の
広
さ
か
な 

起
き
上
が
っ
て
み
た
り
、
寝
て
み
た
り
、
蚊
帳
が
広
い
（
と
感
じ
ら
れ
、
寂
し
さ
が
身
に
し
み
る
こ
と
だ
）
な
ぁ 

➢
 

こ
の
川
、
飛
鳥
川
に
あ
ら
ね
ば
、
淵
瀬
さ
ら
に
変
は
ら
ざ
り
け
り
。 

こ
の
川
は
、
飛
鳥
川
で
は
な
い
の
で
、
淵
も
瀬
も
決
し
て
変
わ
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
な
ぁ 

➢
 

世
の
中
に
見
え
ぬ
皮
衣
の
さ
ま
な
れ
ば
、…

…
 

世
の
中
で
見
か
け
な
い
皮
衣
の
様
子
な
の
で
、 

➢
 

「
潮
満
ち
ぬ
。
風
も
吹
き
ぬ
べ
し
」 

潮
が
満
ち
た
。
風
も
き
っ
と
吹
く
だ
ろ
う 

➢
 

負
け
じ
魂
に
怒
り
な
ば
、
せ
ぬ
こ
と
ど
も
（
＝
ふ
つ
う
な
ら
し
な
い
よ
う
な
こ
と
）
も
し
て
む
。 

負
け
ま
い
（
と
す
る
）
魂
（
気
持
ち
）
に
怒
り
出
し
た
の
で
、
普
通
な
ら
い
な
い
よ
う
な
こ
と
も
気
っ
と
す
る
だ
ろ
う
。 

➢
 

う
ら
う
ら
に
照
れ
る
春
日
に
ひ
ば
り
あ
が
り
心
悲
し
も
ひ
と
り
し
思
へ
ば 

の
ど
か
に
照
っ
て
い
る
春
の
日
差
し
に
ひ
ば
り
が
飛
ぶ
。
、
悲
し
い
気
分
に
な
る
な
ぁ
。
一
人
で
物
思
い
に
ふ
け
っ
て
い
る
の
で
。 

➢
 

[

化
身
し
て
し
ま
っ
た
か
ぐ
や
姫
に
対
し
て] 

「
も
と
の
形
に
な
り
給
ひ
ね
」 

も
と
の
お
姿
に
お
な
り
く
だ
さ
い
。 



45 

 

➢
 

思
ひ
つ
つ
寝
れ
ば
や
人
の
見
え
つ
ら
む
夢
と
知
り
せ
ば
覚
め
ざ
ら
ま
し
を 

思
い
な
が
ら
眠
り
に
つ
い
た
の
で
、
（
あ
の
人
が
）
夢
に
現
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
も
し
夢
と
わ
か
っ
て
い
た
な
ら
（
夢
か
ら
）
覚
め
な
か
っ
た
ろ
う
に
。 

➢
 

か
ぢ
と
り
、
舟
歌
を
う
た
ひ
て
、
何
と
も
思
へ
ら
ず
。 

船
乗
り
や
船
頭
は
舟
唄
を
歌
い
、
何
と
も
思
っ
て
い
な
い
。 

➢
 

竜
の
首
の
玉
取
り
得
ず
は
、
帰
り
来
な
。 

竜
の
首
の
玉
を
取
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
帰
っ
て
く
る
な
。 

➢
 

秋
来
ぬ
と
目
に
は
さ
や
か
に
見
え
ね
ど
も
風
の
音
に
ぞ
お
ど
ろ
か
れ
ぬ
る
（
＝
は
っ
と
気
づ
い
た
こ
と
だ
よ
） 

（
立
秋
の
日
に
な
っ
て
も
）
秋
が
来
た
と
、
は
っ
き
り
と
目
に
は
み
え
な
い
け
れ
ど
、
風
の
音
で
（
秋
の
到
来
に
）
は
っ
と
気
づ
い
た
こ
と
だ
よ
。 

➢
 

思
は
む
子
を
法
師
に
な
し
た
ら
む
こ
そ
心
ぐ
る
し
け
れ
。 

(

か
わ
い
い
と)

思
う
よ
う
な
子
を
法
師
に
す
る
よ
う
な
こ
と
は
、
本
当
に
心
苦
し
い
こ
と
だ
な
ぁ
。 

➢
 

「
義
仲
は
討
死
を
せ
ん
ず
る
な
り
」
（
義
仲
自
身
の
こ
と
ば
） 

義
仲
は
討
ち
死
に
を
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。 

➢
 

い
つ
は
り
の
な
き
世
な
り
せ
ば
い
か
ば
か
り
人
の
心
の
う
れ
し
か
ら
ま
し 

偽
り
の
な
い
世
界
に
な
っ
た
な
ら
ば
、
ど
れ
ほ
ど
人
の
心
が
う
れ
し
い
だ
ろ
う
か 

➢
 

「
あ
が
仏
（
＝
娘
よ
）
、
何
事
を
思
ひ
た
ま
ふ
ぞ
。
思
す
ら
む
こ
と
何
事
ぞ
」
（
翁
か
ら
か
ぐ
や
姫
へ
の
こ
と
ば
） 

娘
よ
、
何
を
お
思
い
に
な
る
の
か
。
お
思
い
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
何
か
。 

➢
 

「…

翁
（
＝
私
の
）
申
さ
む
こ
と
聞
き
給
ひ
て
む
や
」
（
同
右
） 
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私
の
申
す
よ
う
な
こ
と
を
お
聞
き
に
な
っ
て
く
れ
な
い
か
。 

➢
 

白
露
の
色
は
ひ
と
つ
を
（
＝
な
の
に
）
い
か
に
し
て
秋
の
木
の
葉
を
ち
ぢ
に
（
＝
い
ろ
ん
な
色
に
）
染
む
ら
む 

白
露
の
色
は
一
つ
な
の
に
ど
の
よ
う
に
し
て
秋
の
木
の
葉
を
様
々
に
染
め
る
の
だ
ろ
う
。 

➢
 

こ
れ
に
な
に
を
書
か
ま
し
。 

こ
れ
に
何
を
書
こ
う
か
し
ら
。 

➢
 

わ
れ
、
い
か
で
か
（
＝
ど
う
に
か
し
て
）
七
月
・
八
月
に
死
に
せ
じ
。 

私
は
ど
う
に
か
し
て
７
・
８
月
に
死
ぬ
つ
も
り
だ
。 

➢
 

か
ぐ
や
姫
、
こ
の
皮
ぎ
ぬ
を
見
て
、
い
は
く
、
「
う
る
は
し
き
皮
な
め
り
。…

」 

か
ぐ
や
姫
は
、
こ
の
皮
衣
を
見
て
、
言
う
に
は
、
「
美
し
い
皮
で
あ
る
よ
う
だ
。…

」 

➢
 

羽
な
け
れ
ば
、
空
を
も
飛
ぶ
べ
か
ら
ず
。 

羽
が
な
け
れ
ば
、
空
も
飛
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
。 

➢
 

 [

論
争
す
る
大
納
言
、
中
納
言
を
見
て]
近
習
の
女
房
ど
も
、
「
興
あ
る
あ
ら
が
ひ
（
＝
争
い
）
な
り
。
同
じ
く
は
、

[

陛
下
の]

御
前
に
て
争
は
る
べ
し
。…

…

」 

近
習
の
女
房
た
ち
は
、
「
面
白
い
争
い
で
あ
る
。
も
し
同
じ
こ
と
を
す
る
な
ら
ば
陛
下
の
御
前
に
て
争
う
方
が
よ
い
。…

」 
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練
習
問
題

13 
次
の
短
文
を
現
代
語
訳
せ
よ
。
（
助
動
詞
に
注
意
す
る
こ
と
。
） 

➢
 

人
々
あ
ま
た
声
し
て
来
な
り
。
国
守
の
御
子
の
太
郎
君
の
お
は
す
る
な
り
け
り
。 

人
々
、
数
多
く
の
声
が
し
て
く
る
よ
う
だ
。
国
守
の
御
子
の
太
郎
君
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
だ
な
ぁ
。 

➢
 

人
は
た
だ
無
常
（
＝
死
）
の
身
に
迫
り
ぬ
る
こ
と
を
心
に
ひ
し
と
か
け
て
つ
か
の
間
も
忘
る
ま
じ
き
な
り
。 

人
は
た
だ
死
が
身
に
迫
っ
た
こ
と
を
心
に
し
っ
か
り
と
留
め
置
い
て
、
少
し
の
間
も
忘
れ
な
い
方
が
よ
い
の
で
あ
る
。 

➢
 

「
物
の
あ
は
れ
は
秋
こ
そ
ま
さ
れ
」
と
人
ご
と
に
言
う
め
れ
ど
、…

 

「
物
の
あ
は
れ
は
秋
が
ま
さ
っ
て
い
る
」
と
誰
も
が
言
う
よ
う
だ
け
れ
ど
、…

 

➢
 

[

梨
の
花
は]

唐
土
に
は
限
り
な
き
も
の
に
て
、[

私
は
直
接
は
目
に
し
て
い
な
い
が]

文
（
＝
漢
詩
）
に
も
作
る
な
る
。 

梨
の
花
は
唐
土
で
は
こ
の
上
な
い
花
と
し
て
、
監
視
に
も
読
み
込
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。 

➢
 

わ
が
身
は
女
な
り
と
も
、
敵
の
手
に
は
か
か
る
ま
じ
。 

私
の
体
は
女
で
あ
る
と
し
て
も
、
敵
の
手
に
は
か
か
る
ま
い
。 

➢
 

む
か
し
、
男
、
わ
づ
ら
ひ
て
、
心
地
死
ぬ
べ
く
お
ぼ
え
け
れ
ば
、…

 

昔
、
男
が
病
気
に
な
っ
て
、
気
持
ち
が
死
ぬ
は
ず
に
思
わ
れ
た
の
で
、 

➢
 

抜
か
む
と
す
る
に
、
お
お
か
た
抜
か
れ
ず
。 

抜
こ
う
と
す
る
時
に
、
ま
っ
た
く
抜
く
こ
と
が
で
き
な
い
。 
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➢
 

「
こ
の
幣
の
散
る
方
に
御
船
速
や
か
に
漕
が
し
め
給
へ
」[

神
へ
の
祈
り] 

こ
の
幣
（
ぬ
さ
）
の
散
る
方
向
に
お
舟
を
速
く
漕
が
せ
て
く
だ
さ
い
。 

➢
 

法
皇
「
人
や
あ
る
、
人
や
あ
る
」
と
召
さ
れ
け
れ
ど
も
、
お
ん
い
ら
へ
申
す
も
の
も
な
し
。 

法
皇
が
「
人
は
い
る
か
、
人
は
い
る
か
」
と
お
呼
び
に
な
る
け
れ
ど
も
。
お
返
事
を
す
る
も
の
は
い
な
い
。 

➢
 

い
た
う
い
た
む
（
＝
迷
惑
が
る
）
人
の
、
強
ひ
ら
れ
て
少
し
飲
み
足
る
も
、
い
と
よ
し
。 

ひ
ど
く
迷
惑
が
る
人
が
、
無
理
強
い
さ
れ
て
少
し
（
酒
を
）
の
み
た
す
の
も
、
と
て
も
良
い
。 

➢
 

け
ふ
は
都
の
み
ぞ
思
ひ
や
ら
る
る
。 

今
日
は
都
だ
け
が
、
自
然
と
思
い
だ
さ
れ
る
。 

➢
 

愚
か
な
る
人
の
目
を
よ
ろ
こ
ば
し
む
る
た
の
し
み
、
ま
た
あ
ぢ
き
な
し
。 

愚
か
な
人
の
目
を
喜
ば
せ
る
楽
し
み
、
（
こ
れ
も
）
ま
た
無
益
な
も
の
で
あ
る
。 

➢
 

か
の
大
納
言
い
づ
れ
の
船
に
か
乗
ら
る
べ
き
。 

あ
の
大
納
言
は
ど
の
府
に
お
乗
り
に
な
る
の
が
よ
い
か
。 

➢
 

権
門
の
か
た
は
ら
に
居
る
者
は
、
深
く
喜
ぶ
こ
と
あ
れ
ど
も
、
大
き
に
た
の
し
む
に
能
は
ず
。 

権
門
（
け
ん
も
ん
）
の
そ
ば
に
い
る
人
は
、
深
く
喜
ぶ
こ
と
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
大
い
に
楽
し
む
こ
と
は
で
き
な
い
。 

➢
 

な
ど
か
う
は
泣
か
せ
た
ま
ふ
ぞ
。
こ
の
花
の
散
る
を
惜
し
う
お
ぼ
え
さ
せ
た
ま
ふ
か
。 

ど
う
し
て
こ
の
よ
う
に
お
泣
き
に
な
る
の
か
。
こ
の
花
が
散
る
こ
と
を
惜
し
く
お
思
い
に
な
る
の
か
。 
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➢
 

し
ば
し
う
ち
休
み
給
へ
ど
、
寝
ら
れ
給
は
ず
。 

少
し
の
間
、
ち
ょ
っ
と
お
休
み
に
な
る
け
れ
ど
ご
執
心
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

➢
 

吉
野
な
る
夏
実
の
川
の
川
淀
に
鴨
ぞ
な
く
な
る
山
か
げ
に
し
て 

吉
野
の
夏
実
の
川
の
川
淀
に
鴨
が
鳴
い
て
い
る
よ
う
だ
。
山
の
陰
の
向
こ
う
側
で
。 

➢
 

こ
の
俊
寛
も
僧
な
れ
ど
も
、
心
も
猛
く
お
ご
れ
る
人
に
て
、
よ
し
な
き
謀
反
に
も
与
し
（
＝
関
係
し
）
け
る
に
こ
そ
。 

こ
の
俊
寛
も
僧
侶
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
心
も
気
が
荒
く
驕
り
高
ぶ
っ
て
、
つ
ま
ら
な
い
謀
反
に
も
参
加
し
た
の
で
あ
ろ
う
。 

➢
 

大
納
言
の
御
む
す
め
、
亡
く
な
り
給
ひ
ぬ
な
り
。 

大
納
言
の
お
嬢
さ
ん
は
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
そ
う
だ
。 

➢
 

こ
れ
は
竜
の
し
わ
ざ
に
こ
そ
あ
り
け
れ
。
こ
の
吹
く
風
は
よ
き
風
な
り
。 

こ
れ
は
き
っ
と
竜
の
仕
業
に
違
い
な
か
っ
た
。
こ
の
吹
く
風
は
よ
い
風
で
あ
る
。 

➢
 

経
盛
相
伝
せ
ら
れ
た
り
し
［
笛
］
を
、
敦
盛
器
量
た
る
に
よ
っ
て
も
た
れ
た
り
け
る
と
か
や
。 

経
盛
（
つ
ね
も
り
）
送
電
送
電
さ
せ
ら
れ
て
い
た
笛
を
、
敦
盛
が
笛
の
才
覚
が
あ
っ
た
の
で
持
た
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

➢
 

少
し
の
こ
と
に
も
先
達
（
＝
先
輩
）
は
あ
ら
ま
ほ
し
き
こ
と
な
り
。 

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
あ
っ
て
も
先
輩
は
い
て
ほ
し
い
こ
と
で
あ
る
。 
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練
習
問
題
（
付
属
語
予
備
） 

[

Ａ] 
次
の
空
欄
に
入
る
語
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
選
び
、
番
号
で
答
え
よ
。  

１ 

も
と
の
国
へ
帰
ら
ん
と
思
ひ
け
れ
ど
も
、
「
よ
し
な
し
、
さ
る
無
仏
世
界
の
や
う
な
る
所
に
帰
ら
［ 

 
 

］
。

こ
こ
に
ゐ
な
ん
」
。
〈
宇
治
拾
遺
物
語
〉  

 
 

①
ば
や 

 
②
ん 

 

③
る
れ 

 

④
じ 
 

⑤
ま
し 

 
  

１ 

〔 
 

 
 

〕 
 

２ 

つ
と
め
て
よ
り
雨
降
り
暮
ら
せ
ば
、
「
月
も
あ
る
［ 

 

］
な
め
り
」
と
、
口
惜
し
う
な
が
め
暮
ら
す
に
、
夕
さ
り

つ
か
た
風
う
ち
吹
き
て
、
月
、
あ
り
し
よ
り
も
空
澄
み
て
、
明
く
な
り
ぬ
。
〈
夜
の
寝
覚
〉  

 
 

①
べ
き 

 

②
ら
む 

 

③
べ
ら
な
る 

 

④
ま
じ
き 

 

⑤
ら
し
き 

 
  

２ 

〔 
 

 
 

〕 
 

３ 

此
の
里
は
昔
も
盗
人
あ
り
て
こ
そ
、
「
今
日
は
な
焼
き
［ 

 

］
」
と
と
も
詠
ま
れ
け
る
と
聞
き
お
き
し
か
ど
、

〈
都
の
つ
と
〉  

 
 

①
し 

 

②
き 

 

③
つ 

 

④
そ 

 

⑤
ね 

 
  

３ 

〔 
 

 
 

〕 
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４ 

「
玉
の
枝
取
り
に
な
む
［ 

 

］
」
〈
竹
取
物
語
〉  

 
 

①
ま
か
れ 

 

②
ま
か
り 

 

③
ま
か
ら 

 

④
ま
か
る 
 

  

４ 

〔 
 

 
 

〕 
 

５

 

空
し
き
煙
に
た
ぐ
ひ
て
も
伴
ふ
道
な
ら
ば
と
、
思
ふ
も
甲
斐
な
き
袖
の
涙
ば
か
り
を
形
見
に
て
ぞ
、
帰
り
侍
り

［ 
 

］
。
〈
と
は
ず
が
た
り
〉  

 
 

①
し
か 

 
②
き 

 

③
つ 

 

④
し 
 

⑤
ぬ 

 

⑥
た
り 

 
  

５ 

〔 
 

 
 

〕 
 

[

Ｂ] 

次
の
問
い
に
答
え
よ
。  

６ 

傍
線
部
か
ら
助
動
詞
〈
助
動
詞
の
一
部
分
で
あ
る
も
の
を
除
く
〉
を
三

・

つ
・

選
べ
。
〈
落
窪
物
語
〉  

 
 

①
習
は
す
人
あ
ら
ば
い
と
よ
く
し
つ
べ
け
れ
ど
、
た
れ
か
は
教
へ
む
。  

 
 

②
六
つ
七
つ
ば
か
り
に
て
お
は
し
け
る
に
習
は
し
置
い
給
ひ
け
る
ま
ま
に  

 
 

③
い
と
を
か
し
げ
に
ひ
ね
り
縫
ひ
給
ひ
け
れ
ば
、  

 
 

④
侮

あ
な
づ

り
や
す
く
て
、
い
と
わ
び
し
け
れ
ば
、
う
ち
泣
き
て
縫
ふ
ま
ま
に
、  

 
 

⑤
世
の
中
に
い
か
で
あ
ら
じ
と
思
へ
ど
も
か
な
は
ぬ
も
の
は
憂
き
身
な
り
け
り  

 
 

⑥
げ
に
、
い
た
は
り
給
ふ
こ
と
め
で
た
け
れ
ば
、  

６ 

〔 
 

 
 

〕
〔 

 
 

 

〕
〔 

 
 

 

〕 
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７ 

傍
線
部
の
「
れ
」
と
同
じ
意
味
の
も
の
は
ど
れ
か
。  

 
 

今
は
む
か
し
、
あ
る
大
名
き
は
め
て
良
き
名
馬
を
も
と
め
て
、「
我
が
一
大
事
の
先

せ
ん

途
ど

見
る
べ
き
物
は
こ
の
馬
な
り
」

と
て
秘
蔵
せ
ら
れ
、
馬
の
飼

か
ひ

料
れ
う

と
て
、
米
・
豆
潤

じ
ゆ
ん

沢
た
く

に
あ
て
が
は
れ
し
に
、
〈
浮
世
物
語
〉  

 
 

①
涙
の
こ
ぼ
る
る
に
、
目
も
見
え
ず
、
物
も
言
は
れ
ず
。 

 

②
こ
の
あ
ひ
だ
に
、
仕
は
れ
む
と
て
つ
き
て
来
る
わ

ら
は
あ
り
。 

 
③
筆
を
と
れ
ば
物
書
か
れ
、
楽
器
を
と
れ
ば
音
を
た
て
ん
と
思
ふ
。 

 

④
野
辺
近
く
家
居
し
せ
れ
ば

鶯
の
鳴
く
な
る
声
は
朝
な
朝
な
聞
く 

 

⑤
四
条
大
納
言
撰
ば
れ
た
る
物
を
道
風
書
か
ん
事
、
時
代
や
た
が
ひ
侍
ら
ん
。 

 
  

７ 

〔 
 

 
 

〕 
 

８ 

傍
線
部
の
「
ら
れ
」
と
文
法
的
に
同
じ
働
き
を
示
す
も
の
は
ど
れ
か
。  

 
 

そ
の
の
ち
い
く
程
な
く
し
て
、
此
ま
け
侍
、
思
ひ
か
け
ぬ
事
に
て
と
ら
へ
ら
れ
て
人
屋
に
居
に
け
り
。
〈
宇
治
拾
遺

物
語
〉  

 
 

①
か
く
経
ど
も
集
め
ら
る
と
聞
き
給
ひ
て 

 

②
住
み
な
れ
て
故
里
、
限
り
な
く
思
ひ
出
で
ら
る 

 

③
を
と
こ
は

た
寝
ら
れ
ざ
り
け
れ
ば 

 

④
あ
り
が
た
き
も
の
。
舅
に
ほ
め
ら
る
る
婿 

 
  

８ 

〔 
 

 
 

〕    
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９ 

傍
線
部
「
ね
」
と
意
味
的
に
同
じ
も
の
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
選
べ
。  

 
 

「
住
吉
の
神
の
導
き
給
ふ
ま
ま
に
、
は
や
、
舟
出
し
て
、
こ
の
浦
を
去
り
ね
」
と
の
た
ま
は
す
。
〈
源
氏
物
語
〉  

 
 

①
御
前
に
も
お
ほ
と
の
ご
も
り
、
人
々
み
な
ね
ぬ
る
の
ち
、 

 

②
声
も
せ
ね
ば
、
い
ぎ
た
な
く
ね
た
る
な
め
り
と

思
ひ
て
、 

 

③
か
の
親
王
よ
り
ほ
か
に
、
ま
た
言
の
葉
を
か
は
す
べ
き
人
こ
そ
世
に
お
ぼ
え
ね
。 

 

④
こ
と
あ
た
ら

し
く
申
す
に
及
ば
ね
ど
、
な
ほ
い
と
め
で
た
き
も
の
な
り
。 

 

⑤
こ
れ
に
物
ぬ
ぎ
て
取
ら
せ
ざ
ら
む
者
は
座
よ
り
立

ち
ね
。 

 
  

９ 

〔 
 

 
 

〕 
 

１０ 

傍
線
部
「
な
る
」
と
文
法
的
意
味
・
用
法
が
同
じ
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
選
べ
。 

 

 
 

蟷
た
う

螂
ら
う

の
験
く
ら
べ
と
い
ふ
な
る
事
こ
そ
、
興
あ
る
事
に
て
あ
る
な
れ
。
〈
文
机
談
〉  

 
 

①
十
三
に
な
る
年
、
上
ら
む
と
て
、
九
月
三
日
門
出
し
て 

 

②
心
細
げ
な
る
有
様
、
い
か
で
過
ご
す
ら
む
と
い
と

心
苦
し 

 

③
た
だ
物
を
の
み
見
む
と
す
る
な
る
べ
し 

 

④
物
語
の
多
く
候
ふ
な
る
、
あ
る
限
り
見
せ
た
ま
へ 

 

⑤
天
の
原
ふ
り
さ
け
見
れ
ば
春
日
な
る
三
笠
の
山
に
出
で
し
月
か
も 

 
  

１０ 

〔 
 

 
 

〕 
 

１１ 

傍
線
部
の
「
ら
む
」
と
同
じ
意
味
の
も
の
は
ど
れ
か
。  

 
 

こ
こ
に
も
の
思
は
し
き
人
の
、
月
日
を
隔
て
た
ま
へ
ら
む
ほ
ど
を
思
し
や
る
に
、
い
と
い
み
じ
う
あ
は
れ
に
心
苦
し
。

〈
源
氏
物
語
〉  
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①
罪
や
得
ら
む
と
思
ひ
な
が
ら
、
ま
た
う
れ
し
。 

 

②
お
の
づ
か
ら
御
目
離
る
る
を
り
も
侍
り
つ
ら
む
。 

 

③

思
は
む
子
を
法
師
に
な
し
た
ら
む
こ
そ
、
心
苦
し
け
れ
。 

 

④
生
け
ら
む
ほ
ど
は
武
に
誇
ら
ず
。 

 
  

１１ 

〔 
 

 
 

〕 

１２ 

傍
線
部
「
に
」
と
同
じ
用
法
の
も
の
を
二
つ
選
び
な
さ
い
。  

 
 

や
が
て
仁
和
寺
な
る
所
に
籠
り
ゐ
に
け
り
。
〈
十
訓
抄
〉  

 
 

①
冬
な
が
ら
空
よ
り
花
の
散
り
く
る
は
雲
の
あ
な
た
は
春
に
や
あ
る
ら
む  

 
 

②
帰
り
け
る
人
来
れ
り
と
聞
き
し
か
ば
ほ
と
ほ
と
し
に
き
君
か
と
思
ひ
て  

 
 

③
何
時
し
か
と
待
つ
ら
む
妹

い
も

に
玉
づ
さ
の
言
だ
に
告
げ
ず
往
に
し
君
か
も  

 
 

④
唐
衣
着
つ
つ
な
れ
に
し
妻
し
あ
れ
ば
は
る
ば
る
来
ぬ
る
旅
を
し
ぞ
思
ふ  

 
 

⑤
名
に
め
で
て
折
れ
る
ば
か
り
ぞ
女
郎
花
わ
れ
落
ち
に
き
と
人
に
か
た
る
な  

１２ 

〔 
 

 
 

〕
〔 

 
 

 

〕 
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１３ 

傍
線
部
の
「
む
」
と
同
じ
意
味
の
も
の
は
ど
れ
か
。  

 
 

心
お
そ
く
詠
み
出
だ
す
人
は
、
す
み
や
か
に
詠
ま
む
と
す
る
も
か
な
は
ず
。
〈
俊
頼
髄
脳
〉  

 
 

①
忍
び
て
は
ま
ゐ
り
た
ま
ひ
な
む
や 

 

②
を
か
し
か
ら
む
所
の
あ
き
た
ら
む
も
が
な 

 

③
か
な
ら
ず
尋
ね
と

ぶ
ら
は
む 

 

④
思
は
む
子
を
法
師
に
な
し
た
ら
む
こ
そ
、
心
苦
し
け
れ 

 
  

１３ 

〔 
 

 
 

〕 

１４ 

傍
線
部
「
ぬ
」
と
同
じ
意
味
・
用
法
の
も
の
を
一
つ
選
べ
。  

 
 

契
り
と
い
ふ
も
の
は
、
目
に
見
え
ぬ
わ
ざ
な
れ
ば
、
さ
り
と
も
い
ま
あ
は
れ
と
思
し
い
で
な
む
。
〈
木
幡
の
時
雨
〉  

 
 

①
人
知
れ
ぬ
御
袖
の
し
づ
く
せ
き
か
ね
て 

 

②
明
け
ぬ
れ
ば
、
起
き
い
で
給
ひ
て 

 

③
い
ま
は
参
り
つ
き
給
ひ

ぬ
と 

 

④
い
ひ
お
く
こ
と
も
な
く
て
止
み
ぬ
る
も
の
に
こ
そ 

 

⑤
御
枕
も
う
き
ぬ
ば
か
り
な
れ
ば 

 
  

１４ 

〔 
 

 
 

〕 
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１５ 

傍
線
部
「
な
」
と
文
法
的
に
同
じ
も
の
を
す
べ
て
選
べ
。  

 
 

な
ほ
聞
こ
え
し
や
う
に
、
法
師
に
や
な
り
な
ま
し
。
〈
栄
花
物
語
〉  

 
 

①
あ
な
ゆ
ゆ
し
。
か
か
る
こ
と
な
の
た
ま
ひ
そ
。  

 
 

②
た
だ
今
は
た
だ
夢
を
見
た
ら
ん
や
う
に
の
み
お
ぼ
さ
れ
て
、
過
ぐ
し
た
ま
ふ
。  

 
 

③
起
き
臥
し
の
契
り
は
絶
え
て
つ
き
せ
ね
ば
枕
を
浮
く
る
涙
な
り
け
り  

 
 

④
み
な
焼
け
に
し
後
、
去

こ

年
ぞ

今
年
の
ほ
ど
に
し
つ
め
さ
せ
た
ま
へ
る
も
い
み
じ
う
多
か
り
し
、  

 
 

⑤
里
に
出
で
な
ば
、
と
り
出
で
つ
つ
見
て
慰
め
む
と
お
ぼ
さ
れ
け
り
。  

１５ 

〔 
 

 
 

〕
〔 

 
 

 

〕 
 

１６ 

傍
線
部
「
の
」
と
同
じ
用
法
の
も
の
は
ど
れ
か
。 

 

 
 

非
参
議
の
四
位
ど
も
の
、
世
の
お
ぼ
え
口
惜
し
か
ら
ず
、
も
と
の
根
ざ
し
い
や
し
か
ら
ぬ
、
や
す
ら
か
に
身
を
も
て

な
し
ふ
る
ま
ひ
た
る
、
い
と
か
は
ら
か
な
り
や
。
〈
源
氏
物
語
〉  

 
 

①
雪
の
降
り
た
る
は
言
ふ
べ
き
に
あ
ら
ず 

 
②
香
を
か
げ
ば
昔
の
人
の
袖
の
香
ぞ
す
る 

 

③
ま
こ
と
に
か
ば

か
り
の
は
見
え
ざ
り
つ 

 

④
若
き
女
の
い
と
清
げ
な
る
出
で
来
た
り 

 

⑤
日
の
暮
る
る
ほ
ど
、
例
の
集
ま
り
ぬ 

 
  

１６ 

〔 
 

 
 

〕 
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１７ 

傍
線
部
の
「
よ
り
」
と
同
じ
意
味
に
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
は
ど
れ
か
。  

 
 

朔
日
の
日
夕
さ
り
ぞ
参
り
つ
き
て
、
陣
入
る
る
よ
り
昔
お
も
ひ
い
で
ら
れ
て
、
か
き
ぞ
く
ら
さ
る
る
。
〈
讃
岐
典
侍

日
記
〉  

 
 

①
吾
よ
り
も
貧
し
き
人
の
父
母
は
飢
ゑ
寒
か
ら
む 

 

②
海
づ
ら
よ
り
は
少
し
入
り
た
る
国
分
寺
と
い
ふ
寺
を 

 

③
ひ
と
夫
の
馬
よ
り
行
く
に
、
己
夫
し
か
ち
よ
り
行
け
ば
、
見
る
ご
と
に
ね
の
み
し
泣
か
ゆ 

 

④
前
よ
り
行
く
水
を

ば
、
初
瀬
川
と
い
ふ
な
り
け
り 

 

⑤
ま
た
時
の
間
の
煙
と
も
な
り
な
む
と
ぞ
、
う
ち
見
る
よ
り
思
は
る
る 

 
  

１７ 

〔 
 

 
 

〕 
 

１８ 

傍
線
部
「
に
て
」
と
同
じ
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
を
選
べ
。  

 
 

冬
の
こ
と
に
て
、
し
も
が
れ
の
薄

す
す
き

ほ
の
ぼ
の
見
え
わ
た
り
て
、
を
り
ふ
し
物
が
な
し
う
お
ぼ
え
侍
り
け
れ
ば
〈
新
古

今
和
歌
集
〉  

 
 

①
な
ん
で
ふ
心
地
す
れ
ば
、
か
く
物
思
ひ
た
る
さ
ま
に
て
月
を
見
給
ふ
ぞ 

 

②
月
の
都
の
人
に
て
、
父
母
あ
り 

 

③
帰
る
道
に
て
く
ら
も
ち
の
皇
子
血
の
流
る
る
ま
で
調
ぜ
さ
せ
給
ふ 

 

④
わ
が
朝
ご
と
夕
ご
と
に
見
る
竹
の
中
に
お

は
す
る
に
て
知
り
ぬ 

 
  

１８ 

〔 
 

 
 

〕  
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１９ 

傍
線
部
「
ば
」
と
異
な
る
用
法
の
「
ば
」
を
一
つ
選
べ
。  

 
 

「
木
に
こ
れ
結
ひ
つ
け
て
持
て
ま
ゐ
れ
」
と
言
は
せ
た
ま
ひ
し
か
ば
、
あ
る
や
う
こ
そ
は
と
て
、
持
て
ま
ゐ
り
て
さ

ぶ
ら
ひ
し
を
、
〈
大
鏡
〉  

 
 

①
う
ぐ
ひ
す
の
宿
は
と
問
は
ば
い
か
が
答
へ
む 
 

②
「
き
む
ぢ
求
め
よ
」
と
の
た
ま
ひ
し
か
ば
、
一

ひ
と

京
き
や
う

ま
か
り
歩

あ
り

き
し
か
ど
も
、 

 
③
清
涼
殿
の
御

お

前
ま
へ

の
梅
の
木
の
枯
れ
た
り
し
か
ば
、
求
め
さ
せ
た
ま
ひ
し
に
、 

 

④
勅
な
れ
ば
い

と
も
か
し
こ
し 

 
  

１９ 

〔 
 

 
 

〕 
 

２０ 

傍
線
部
「
と
も
」
の
意
味
用
法
に
最
も
近
い
も
の
を
選
べ
。  

 
 

こ
の
人
の
け
し
き
、
い
ま
は
逃
ぐ
と
も
、
よ
も
逃
が
さ
じ
と
お
ぼ
え
け
れ
ば
、
〈
宇
治
拾
遺
物
語
〉  

 
 

①
御
門
の
召
し
て
の
給
は
ん
こ
と
、
か
し
こ
し
と
も
思
は
ず
と
い
ひ
て
、 

 

②
も
し
海
辺
に
て
詠
ま
ま
し
か
ば
、

波
た
ち
さ
へ
て
入
れ
ず
も
あ
ら
な
む
と
も
詠
み
て
ま
し
や
。 

 

③
遊
女
三
人
、
い
づ
く
よ
り
と
も
な
く
出
で
来
た
り
。 

 

④
か
く
さ
し
こ
め
て
あ
り
と
も
、
か
の
国
の
人
こ
ば
、
み
な
あ
き
な
ん
と
す
。 

 

⑤
こ
れ
か
れ
酒
な
に
と
も
て
追
ひ
き

て
、
磯
に
お
り
ゐ
て
別
れ
が
た
き
こ
と
を
い
ふ
。 

 
 
 

２０ 

〔 
 

 
 

〕  
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２１ 

傍
線
部
「
な
が
ら
」
と
同
じ
用
法
の
も
の
を
一
つ
選
び
な
さ
い
。  

 
 

西
の
陣
よ
り
殿
上
の
畳
な
が
ら
か
き
出
で
て
出
で
ぬ
れ
ば
、
人
々
も
見
ず
な
り
ぬ
。
〈
宇
治
拾
遺
物
語
〉  

 
 

①
冬
な
が
ら
空
よ
り
花
の
散
り
く
る
は
雲
の
あ
な
た
は
春
に
や
あ
る
ら
む 

 

②
身
は
い
や
し
な
が
ら
、
母
な
む
宮

な
り
け
る
。 

③
し
づ
心
な
く
面
影
に
恋
し
け
れ
ば
、
あ
や
し
の
心
や
と
、
わ
れ
な
が
ら
お
ぼ
さ
る
。 

④
露
な
が
ら
折

り
て
か
ざ
さ
む
菊
の
花
老
い
せ
ぬ
秋
の
久
し
か
る
べ
く 

２１ 

〔 
 

 
 

〕 
 

２２ 

傍
線
部
「
で
」
と
同
じ
用
法
の
も
の
を
一
つ
選
べ
。  

 
 

聞
き
に
く
く
も
あ
ら
で
、
い
と
か
し
こ
く
聞
こ
ゆ
。
〈
源
氏
物
語
〉  

 
 

①
誰
も
み
な
あ
の
や
う
で
こ
そ
あ
り
た
け
れ 

 

②
奏
聞
し
け
れ
ど
も
、
御
遊
の
折
節
で
聞
こ
し
召
し
も
入
れ
ら
れ

ず 
 

③
も
の
の
あ
は
れ
も
知
ら
で
、
お
の
れ
し
酒
を
く
ら
ひ
つ
れ
ば 

 

④
ひ
と
へ
に
女
房
の
さ
ま
で
ぞ
ま
し
ま
し

け
る 

 
  

２２ 

〔 
 

 
 

〕 
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２３ 

傍
線
部
の
「
だ
に
」
と
同
じ
意
味
に
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
は
ど
れ
か
。  

 
 

か
か
る
よ
き
人
だ
に
、
さ
る
ふ
る
ま
ひ
の
あ
ん
な
れ
ば
、
な
に
か
は
く
る
し
か
ら
ん
と
や
う
に
思
ふ
心
こ
そ
つ
き
も

す
べ
け
れ
。
〈
源
氏
物
語
玉
の
小
櫛
〉  

 
 

①
忘
れ
貝
拾
ひ
し
も
せ
じ
白
珠
を
恋
ふ
る
を
だ
に
も
形
見
と
思
は
ん 

 

②
花
の
色
は
霞
に
こ
め
て
見
せ
ず
と
も

香
を
だ
に
盗
め
春
の
山
風 

 

③
吹
く
風
を
鳴
き
て
恨
み
よ
鶯
は
我
や
は
花
に
手
だ
に
ふ
れ
た
る 

 

④
恋
ひ
恋
ひ
て

逢
へ
る
時
だ
に
う
つ
く
し
き
言

こ
と

つ
く
し
て
よ
長
く
思
は
ば 

 
  

２３ 

〔 
 

 
 

〕 
 

２４ 

傍
線
部
の
「
ば
か
り
」
と
同
じ
意
味
に
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
は
ど
れ
か
。  

 
 

今
宵
ば
か
り
の
出
で
立
ち
、
も
の
さ
は
が
し
く
て
、
か
く
と
だ
に
聞
こ
え
あ
へ
ず
、
〈
十
六
夜
日
記
〉  

 
 

①
夕
顔
と
い
ふ
名
ば
か
り
を
か
し
き
は
な
し 

 

②
ひ
な
の
長
き
住
ま
ひ
は
今
年
ば
か
り
に
て 

 

③
庵
な
ど
も

浮
き
ぬ
ば
か
り
に
雨
降
り
な
ど
す
れ
ば 

 
④
子
の
刻
ば
か
り
に
舞
姫
の
家
よ
り
火
出
で
来
て 

 

⑤
与
一
、
そ
の
こ

ろ
は
い
ま
だ
二
十
ば
か
り
に
て 

 
  

２４ 

〔 
 

 
 

〕 
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２５ 

傍
線
部
「
し
」
と
同
じ
意
味
を
持
つ
も
の
を
一
つ
選
べ
。  

 
 

名
に
し
お
ふ
花
の
白
川
わ
た
る
に
は
〈
今
物
語
〉  

 
 

①
春
が
す
み
か
す
み
て
い
に
し
雁
が
ね
は
今
ぞ
鳴
く
な
る
秋
霧
の
上
に 

 

②
ほ
の
ぼ
の
と
明
石
の
浦
の
朝
霧
に

島
隠
れ
行
く
船
を
し
ぞ
思
ふ 

 

③
昨
日
こ
そ
早
苗
と
り
し
か
い
つ
の
間
に
稲
葉
そ
よ
ぎ
て
秋
風
の
吹
く 

 

④
わ
が

庵
は
都
の
た
つ
み
し
か
ぞ
住
む
世
を
う
ぢ
山
と
人
は
い
ふ
な
り 

 

⑤
白
露
の
色
は
ひ
と
つ
を
い
か
に
し
て
秋
の
木
の

葉
を
ち
ぢ
に
染
む
ら
ん 

 
  

２５ 

〔 
 

 
 

〕 
 

２６ 

傍
線
部
「
こ
そ
」
と
同
じ
意
味
用
法
の
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
べ
。  

 
 

声
だ
か
に
人
よ
ぶ
声
の
し
け
れ
ば
、
「
何
事
ぞ
」
と
き
け
ば
、
「
地
蔵
こ
そ
」
と
、
高
く
こ
の
家
の
前
に
て
い
ふ
な

れ
ば
、
〈
宇
治
拾
遺
物
語
〉  

 
 

①
も
ろ
こ
し
が
原
に
、
や
ま
と
な
で
し
こ
し
も
咲
き
け
む
こ
そ
。 

 

②
と
び
の
ゐ
た
ら
ん
は
、
何
か
は
苦
し
か
る

べ
き
。
こ
の
殿
の
み
心
、
さ
ば
か
り
に
こ
そ
。 

 
③
中
垣
こ
そ
あ
れ
、
ひ
と
つ
家
の
や
う
な
れ
ば
、 

 

④
「
北
殿
こ

そ
、
聞
き
給
ふ
や
」
な
ど
言
ひ
か
は
す
も
聞
こ
ゆ
。 

 
  

２６ 

〔 
 

 
 

〕 
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２７ 

傍
線
部
の
「
な
ん
」
と
同
じ
意
味
に
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
は
ど
れ
か
。  

 
 

な
き
名
さ
へ
早
く
な
が
る
る
吉
野
川
岩
う
つ
波
の
い
は
で
や
ま
な
ん
〈
吉
野
拾
遺
〉  

 
 

①
寄
す
る
波
う
ち
も
寄
せ
な
ん
わ
が
恋
ふ
る
人
忘
れ
貝
お
り
て
拾
は
ん 

 

②
龍
田
川
紅
葉
乱
れ
て
流
る
め
り
渡

ら
ば
錦
な
か
や
絶
え
な
ん 

 

③
夜
昼
御
前
に
さ
ぶ
ら
ひ
て
、
わ
づ
か
に
な
ん
は
か
な
き
ふ
み
な
ど
も
習
ひ
は
べ
り
し 

 

④
願
は
く
は
花
の
も
と
に
て
春
死
な
ん
そ
の
き
さ
ら
ぎ
の
望
月
の
こ
ろ 

 
  

２７ 

〔 
 

 
 

〕 
 

２８ 

傍
線
部
「
ば
や
」
と
同
じ
用
法
の
も
の
を
一
つ
選
び
な
さ
い
。  

 
 

御
心
の
う
ち
に
ぞ
、
い
と
あ
さ
ま
し
く
、
か
へ
す
が
へ
す
、
と
り
か
へ
ば
や
と
思
さ
れ
け
る
。
〈
と
り
か
へ
ば
や
物

語
〉  

 
 

①
心
あ
て
に
折
ら
ば
や
折
ら
む
初
霜
の
置
き
ま
ど
は
せ
る
白
菊
の
花 

 

②
夕
さ
れ
ば
蛍
よ
り
け
に
燃
ゆ
れ
ど
も

ひ
か
り
見
ね
ば
や
人
の
つ
れ
な
き 

 

③
梅
の
花
誰
が
袖
ふ
れ
し
に
ほ
ひ
ぞ
と
春
や
昔
の
月
に
問
は
ば
や 

 

④
思
ひ

つ
つ
寝
れ
ば
や
人
の
見
え
つ
ら
む
夢
と
知
り
せ
ば
覚
め
ざ
ら
ま
し
を 

 

⑤
な
れ
ゆ
く
は
う
き
世
な
れ
ば
や
須

す

磨
ま

の
海

あ

人
ま

の
塩
焼
き
衣

ご
ろ
も

ま
ど
ほ
な
る
ら
ん 

 
  

２８ 

〔 
 

 
 

〕 
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[

Ｃ] 

次
の
傍
線
部
の
文
法
上
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
選
び
、
番
号
で
答
え
よ
。  

２９ 
扇
を
は
ら
は
ら
と
使
ひ
鳴
ら
し
て
聞
き
知
ら
せ
け
れ
ば
、
〈
今
物
語
〉  

 
 

①
打
消 

 

②
強
意 

 

③
自
発 

 

④
推
量 

 

⑤
可
能 

 

⑥
使
役 

 

⑦
断
定 

 

⑧
尊
敬 

 
  

２９ 

〔 
 

 
 

〕 
 

３０ 

松
殿
の
思
は
せ
給
ひ
け
る
女
房
、
離

か

れ
離

が

れ
に
な
り
給
ひ
て
の
ち
、
〈
今
物
語
〉 

 

 
 

①
断
定 

 

②
推
量 

 

③
打
消 

 

④
尊
敬 

 

⑤
使
役 

 

⑥
強
意 

 

⑦
可
能 

 

⑧
自
発 

 
  

３０ 

〔 
 

 
 

〕 
 

３１ 

我
な
が
ら
あ
ら
ぬ
か
と
の
み
た
ど
り
わ
び
、 

〈
今
物
語
〉  

 
 

①
使
役 

 

②
可
能 

 

③
強
意 

 

④
推
量 

 

⑤
自
発 

 

⑥
断
定 

 

⑦
尊
敬 

 

⑧
打
消 

 
  

３１ 

〔 
 

 
 

〕 
 

３２ 

身
な
が
ら
も
、
な
か
な
か
う
と
ま
し
か
り
ぬ
べ
け
れ
ば
、
〈
今
物
語
〉  

 
 

①
断
定 
 

②
強
意 

 

③
自
発 

 

④
使
役 

 
⑤
可
能 

 

⑥
推
量 

 

⑦
打
消 

 

⑧
尊
敬 

 
  

３２ 

〔 
 

 
 

〕  

３３ 

わ
ろ
歌
と
も
申
し
つ
べ
き
歌
な
る
を
、
お
な
じ
程
の
歌
と
、
さ
だ
め
ら
れ
た
り
。
〈
俊
頼
髄
脳
〉  
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①
断
定 

 

②
当
然 

 

③
比
況 

 

④
完
了 

 

⑤
反
実
仮
想 

 

⑥
打
消
推
量 

 

⑦
可
能 

 

⑧
伝
聞 

 
⑨
強
意 

 

⑩
過
去 

 
  

３３ 

〔 
 

 
 

〕 
 

３４ 

さ
り
と
て
、
や
は
と
て
、
人
ま
ね
に
申
す
な
め
り
。
〈
俊
頼
髄
脳
〉  

 
 

①
反
実
仮
想 

 

②
強
意 

 

③
完
了 

 

④
伝
聞 

 

⑤
比
況 

 

⑥
当
然 

 

⑦
過
去 

 

⑧
可
能 

 

⑨

断
定 

 

⑩
打
消
推
量 

 
  

３４ 

〔 
 

 
 

〕 
 

３５ 

人
よ
り
は
よ
く
知
れ
り
、
人
よ
り
は
よ
く
詠
め
る
ぞ
、
と
思
へ
る
。
〈
俊
頼
髄
脳
〉  

 
 

①
比
況 

 

②
完
了 

 

③
可
能 

 

④
反
実
仮
想 

 

⑤
当
然 

 

⑥
強
意 

 

⑦
断
定 

 

⑧
伝
聞 

 

⑨

過
去 

 

⑩
打
消
推
量 
 

  

３５ 

〔 
 

 
 

〕 
 

３６ 

い
と
ど
あ
か
ぬ
所
な
く
光
り
添
ひ
た
ま
ふ
ぞ
、
げ
に
見
る
か
ひ
あ
め
る
。
〈
う
た
た
ね
草
紙
〉  

 
 

①
推
定 

 

②
断
定 

 

③
伝
聞 

 

④
完
了 

 
⑤
自
発 

 
  

３６ 

〔 
 

 
 

〕 
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[

Ｄ] 

傍
線
部
と
文
法
的
に
最
も
近
い
も
の
を
選
べ
。  

３７ 
大
衆
を
催

も
よ
ほ

し
て
う
ち
と
ど
め
、
「
別
当
を
も
払
ふ
べ
し
」
な
ど
ま
で
の
の
し
り
て
、
「
こ
の
事
に
よ
り
て
、
い
か

な
る
重

ぢ
ゆ
う

科
く
わ

に
も
行
は
る
れ
ば
、
我
が
身
張

ち
や
う

本
ぼ
ん

に
出

い

づ
べ
し
」
と
ぞ
い
ひ
け
る
。
〈
沙
石
集
〉  

 
 

①
頼
朝
が
首
を
は
ね
て
、
わ
が
墓
の
前
に
か
く
べ
し
。 

 

②
毎
度
た
だ
得
失
な
く
、
こ
の
一
矢
に
定
む
べ
し
と
思

へ
。 

 

③
ゆ
く
蛍
雲
の
上
ま
で
い
ぬ
べ
く
は
秋
風
吹
く
と
雁

か
り

に
告
げ
こ
せ 

 

④
潮
満
ち
ぬ
、
風
も
吹
き
ぬ
べ
し
。 

 

⑤
ほ
と
と
ぎ
す
鳴
く
べ
き
時
に
近
づ
き
に
け
り
。 

 
 
 

３７ 

〔 
 

 
 

〕 
 

３８ 

大
衆
を
催

も
よ
ほ

し
て
う
ち
と
ど
め
、
「
別
当
を
も
払
ふ
べ
し
」
な
ど
ま
で
の
の
し
り
て
、
「
こ
の
事
に
よ
り
て
、
い
か

な
る
重

ぢ
ゆ
う

科
く
わ

に
も
行
は
る
れ
ば
、
我
が
身
張

ち
や
う

本
ぼ
ん

に
出

い

づ
べ
し
」
と
ぞ
い
ひ
け
る
。
〈
沙
石
集
〉  

 
 

①
ゆ
く
蛍
雲
の
上
ま
で
い
ぬ
べ
く
は
秋
風
吹
く
と
雁

か
り

に
告
げ
こ
せ 

 

②
潮
満
ち
ぬ
、
風
も
吹
き
ぬ
べ
し
。 

 

③

ほ
と
と
ぎ
す
鳴
く
べ
き
時
に
近
づ
き
に
け
り
。 

 
④
毎
度
た
だ
得
失
な
く
、
こ
の
一
矢
に
定
む
べ
し
と
思
へ
。 

 

⑤

頼
朝
が
首
を
は
ね
て
、
わ
が
墓
の
前
に
か
く
べ
し
。 

 
  

３８ 

〔 
 

 
 

〕 
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 [

Ｅ] 

傍
線
部
の
品
詞
の
説
明
と
し
て
適
切
な
も
の
を
選
べ
。  

３９ 
豊
前
の
大
君
と
い
ふ
人
あ
り
け
り
。
〈
宇
治
拾
遺
物
語
〉  

 
 

①
格
助
詞 

 

②
副
助
詞 

 

③
終
助
詞 

 

④
接
続
助
詞 

 

⑤
係
助
詞 

 
  

３９ 

〔 
 

 
 

〕 
 

４０ 

そ
の
国
の
守
に
ぞ
な
さ
る
ら
ん
。
〈
宇
治
拾
遺
物
語
〉  

 
 

①
接
続
助
詞 

 
②
格
助
詞 

 

③
終
助
詞 

 

④
係
助
詞 

 

⑤
副
助
詞 

 
  

４０ 

〔 
 

 
 

〕 
 

４１ 

「
か
く
な
る
べ
し
」
と
言
ふ
人
の
な
ら
で
、
不
慮
に
、
〈
宇
治
拾
遺
物
語
〉  

 
 

①
接
続
助
詞 

 

②
終
助
詞 

 
③
副
助
詞 

 

④
格
助
詞 

 

⑤
係
助
詞 

 
  

４１ 

〔 
 

 
 

〕 
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[

Ｆ] 

次
の
問
い
に
つ
い
て
該
当
す
る
も
の
を
選
び
、
番
号
で
答
え
よ
。  

４２ 
次
の
う
ち
「
し
て
」
が
手
段
・
方
法
を
表
す
も
の
を
一
つ
選
べ
。  

 
 

①
し
て
そ
れ
は
、
ど
の
や
う
な
も
の
ぞ
〈
今
源
氏
六
十
帖
〉 

 

②
三
十
あ
ま
り
に
し
て
、
更
に
わ
が
心
と
一
つ
の

庵
を
結
ぶ
〈
方
丈
記
〉 

 

③
松
の
炭
し
て
岩
に
書
き
付
け
侍
り
と
、
い
つ
ぞ
や
聞
え
た
ま
ふ
〈
奥
の
細
道
〉 

 

④
こ

れ
や
こ
の
大
和
に
し
て
は
我
が
恋
ふ
る
紀
路
に
あ
り
と
い
ふ
名
に
負
ふ
背
の
山
〈
万
葉
集
〉 

 

⑤
夜
長
う
し
て
ね
ぶ

る
こ
と
な
け
れ
ば
〈
蜻
蛉
日
記
〉 

 
  

４２ 

〔 
 

 
 

〕 
 

４３ 

傍
線
部
の
助
詞
「
に
」
の
中
で
一
つ
だ
け
種
類
の
異
な
る
も
の
を
選
べ
。
〈
太
平
記
〉  

 
 

①
ま
こ
と
の
色
を
見
て
だ
に
も
世
は
皆
夢
の
中
の
う
つ
つ
と
こ
そ
思
ひ
捨
つ
る
こ
と
な
る
に
、
こ
は
そ
も
何
事
の
あ

だ
し
心
ぞ
や
。 

 

②
せ
め
て
御
心
を
や
る
方
も
や
と
、
御
車
に
召
さ
れ
て
、
賀

か

茂
も

の
糺

た
だ
す

の
宮
へ
詣

ま
う

で
さ
せ
給
ひ
、 

 

③

年
久
し
く
住
み
荒
し
た
る
宿
の
も
の
さ
び
し
げ
な
る
に
、
撥
音
気
高
く
、
青

せ
い

海
が
い

波
は

を
ぞ
調
べ
た
る
。 

 

④
洞

と
う

院
ゐ
ん

の
左
大

将
の
出

い

だ
さ
れ
た
り
け
る
絵
に
、
源
氏
の
優

う

婆
ば

塞
そ
く

の
宮
の
御
娘
、
少
し
真
木
柱
に
居
隠
れ
て
琵

び

琶
は

を
調
べ
給
ひ
し
に
、 

 

⑤
一
村
雨
の
過
ぐ
る
ほ
ど
の
笠

か
さ

宿
り
に
立
ち
寄
る
べ
き
心
地
に
も
お
ぼ
し
め
さ
ず
。 

 
  

４３ 

〔 
 

 
 

〕 
 

４４ 

他
の
四
つ
の
「
て
」
と
品
詞
が
異
な
る
も
の
を
一
つ
選
べ
。
〈
今
昔
物
語
集
〉  
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①
本
の
妻
は
そ
の
国
の
人
に
て
な
む
あ
り
け
る
。 

 

②
男
、
こ
れ
を
聞
き
て
い
み
じ
く
あ
は
れ
と
思
ひ
て
、 

 

③

そ
れ
が
妻

め

を
二
人
持
ち
て
、
家
を
並
べ
て
な
む
住
ま
せ
け
る
。 
 

④
今
の
妻
の
志
失
せ
に
け
れ
ば
京
に
送
り
て
け
り
。 

 

⑤
本
の
妻
心
う
し
と
思
ひ
て
ぞ
過
ぐ
し
け
る
。 

 
  

４４ 

〔 
 

 
 

〕 
 

 [

Ｇ] 

傍
線
部
の
文
法
上
の
意
味
は
何
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
ず
つ
選
べ
。  

４５ 

い
づ
れ
の
所
に
、
い
か
な
る
苦
を
受
け
て
か
嘆
く
ａ

ら
む
と
、
悲
し
く
覚
え
て
、
彼
女
の
後

ご

世
せ

を
と
ぶ
ら
ひ
侍
ら
ｂ

む
と
思
ひ
て
、
田
な
ど
の
侍
り
し
を
も
み
な
ふ
り
捨
て
て
、
か
く
ま
か
り
な
り
し
後
に
は
、
念
仏
す
べ
て
怠
り
な
く
侍

り
。
（
中
略
）
こ
ま
ご
ま
と
後
の
世
を
と
ぶ
ら
ふ
情
け
を
か
け
ざ
る
に
、
こ
の
僧
の
思
ひ
入
れ
て
勤
め
ｃ

け
む
、
げ
に
あ

り
が
た
く
覚
え
て
侍
り
。
〈
撰
集
抄
〉  

 
 

①
推
量 

②
意
志 

③
適
当 

④
仮
定 

⑤
現
在
推
量  

 
 

⑥
原
因
推
量 

⑦
過
去
推
量 

⑧
過
去
の
伝
聞
・
婉
曲  ４５ 

〔
ａ 

 
 

 

〕
〔
ｂ 

 
 

 

〕
〔
ｃ 

 
 

 

〕 
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 [

Ｈ] 

傍
線
部
と
文
法
上
の
意
味
が
最
も
近
い
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
選
べ
。  

４６ 
な
ほ
参
ら
せ
て
候
は
ａ

せ
ん
と
定
め
て
、
二
十
七
と
い
ふ
春
、
初
め
て
参
る
。  

 
 

一
日
ば
か
り
籠
り
ゐ
た
り
し
ほ
ど
に
、
御
持
仏
堂
へ
出
で
ｂ

さ
せ
お
は
し
ま
し
て
、
召
し
し
か
ば
、
参
り
ぬ
。  

 
 

〈
た
ま
き
は
る
〉  

 
 

①
世
の
中
に
た
え
て
桜
の
な
か
り
せ
ば
春
の
心
は
の
ど
け
か
ら
ま
し  

 
 

②
「
我
に
恥
見
す
る
こ
と
。
い
か
で
こ
れ
が
報
い
せ
ん
」
と
思
ひ
な
り
て
、  

 
 

③
白
河
院
お
り
ゐ
さ
せ
給
ひ
て
の
ち
、
金
葉
集
か
さ
ね
て
俊
頼
朝
臣
に
仰
せ
て
撰
ば
せ
給
ふ
に
こ
そ
、
初
め
奏
し
た

り
け
る
に
、  

 
 

④
宮
は
い
と
や
す
ら
か
に
、
い
ま
少
し
大
人
び
さ
せ
給
へ
る
御
け
し
き
の
、
紅
の
御
衣
に
ひ
か
り
あ
は
せ
給
へ
る
、

た
ぐ
ひ
は
い
か
で
か
と
見
え
さ
せ
給
ふ
。  

 
 

⑤
「
い
た
く
暮
れ
侍
り
ぬ
」
と
申
せ
ば
、
な
が
め
さ
し
て
立
ち
給
ふ
に
、
雁
鳴
き
て
渡
る
。  

４６ 

〔
ａ 

 
 

 

〕
〔
ｂ 

 
 

 

〕 
 

 [

Ｉ] 

傍
線
部
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
選
べ
。  

４７ 

「
あ
は
れ
、
紅
葉
を
焼
か
ん
人
も
が
な
」
、
〈
徒
然
草
〉  

 
 

①
強
意
の
係
助
詞 

 

②
意
志
の
助
動
詞 

 

③
詠
嘆
の
助
動
詞 

 

④
願
望
の
終
助
詞 

 

⑤
願
望
の
助
動
詞 

 
  

４７ 

〔 
 

 
 

〕 
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解
答 

 
１ 
〔 

④ 

〕 

２ 

〔 

④ 

〕 

３ 

〔 

④ 

〕  

４ 

〔 

④ 

〕  

５ 

〔 

④ 

〕 

６ 

〔 

② 

③ 

⑤ 

〕  

７ 

〔 

⑤ 

〕  

８ 

〔 

④ 

〕 

９ 

〔 

⑤ 

〕 

１
０ 

〔 

④ 
〕 

１
１ 

〔 

④ 

〕 

１
２ 

〔 

④ 

⑤ 

〕  

１
３ 

〔 

③ 

〕 

１
４ 

〔 

① 

〕 

１
５ 

〔 

④ 

⑤ 

〕  

１
６ 

〔 

④ 

〕  

１
７ 

〔 

⑤ 

〕  

１
８ 

〔 

④ 

〕  

１
９ 

〔 
① 
〕 

２
０ 

〔 

④ 

〕 

２
１ 

〔 

④ 

〕 
 

２
２ 

〔 

③ 

〕  

２
３ 

〔 

③ 

〕  

２
４ 

〔 

② 

〕  

２
５ 

〔 

②
〕  

２
６ 

〔 

④ 

〕 
 

２
７ 

〔 

① 

〕 

２
８ 
〔 

③ 

〕 

２
９ 

〔 

⑥ 

〕 

３
０ 

〔 

④ 

〕 

３
１ 

〔 

⑧ 

〕 

３
２ 

〔 

② 

〕 

３
３ 

〔 

⑨ 

〕 

３
４ 

〔 

⑨ 

〕 

３
５ 

〔 

② 

〕 

３

６ 

〔 

① 

〕 

３
７ 
〔 

① 

〕 

３
８ 

〔 

④ 

〕 

３
９ 

〔 

① 

〕 

４
０ 

〔 

④ 

〕 

４
１ 

〔 

① 

〕 

４
２ 

〔 

③ 

〕 

４
３ 

〔 

① 

〕 

４
４ 

〔 

④  

４

５ 

〔 

ａ 

⑤ 

ｂ 

② 
ｃ 
⑧ 

〕 

４
６ 

〔 

ａ 

③ 

ｂ 

④ 

〕 

４
７ 

〔 

④ 

〕 
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練
習
問
題

14 

➢
 

（
翁

お
き
な

）
「
こ
こ
に
お
は
す
る
か
ぐ
や
姫
は
、
重
き
病
を
し
た
ま
へ
ば
、
え
出

い

で
お
は
し
ま
す
ま
じ
」
（
竹
取
物
語
） 

➢
 

「
こ
こ
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
ぐ
や
姫
は
、
重
い
病
気
を
な
さ
っ
て
い
る
の
で
、
出
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
」 

➢
 

年
ご
と
の
桜
の
花
盛
り
に
は
、
（
惟

こ
れ

喬
た
か
の 

親
み

王
こ

ハ
）
そ
の
宮
へ
な
む
お
は
し
ま
し
け
る
。
（
伊
勢
物
語
・
八
二
） 

➢
 

毎
年
の
桜
の
花
盛
り
に
は
、
（
惟
喬
親
王
は
）
そ
の
宮
へ
お
い
で
に
な
っ
た
た
。 

➢
 

（
惟

こ
れ

喬
た
か
の 

親
み

王
こ

ガ
馬

う
ま
の 

頭
か
み

ニ
）
大

お
ほ

御
み

酒
き

た
ま
ひ
、
禄

ろ
く

た
ま
は
む
と
て
、
つ
か
は
さ
ざ
り
け
り
。
（
伊
勢
物
語
・
八
三
）  

➢
 

（
惟
喬
親
王
が
馬
頭
に
）
お
酒
を
お
与
え
に
な
り
、
褒
美
を
く
だ
さ
ろ
う
と
し
て
、
お
帰
し
に
な
ら
な
か
っ
た
。  

➢
 

「
こ
れ
に
習
は
せ
」
と
北
の
方
の
た
ま
へ
ば
、
時
々
教
ふ
。
（
落
窪
物
語
） 

➢
 

「
こ
れ
に
習
わ
せ
よ
」
と
北
の
方
が
お
っ
し
ゃ
る
の
で
、
時
々
教
え
る
。 

➢
 

（
大

お
ほ
い 

君
ぎ
み

ハ
）
心
地
も
ま
こ
と
に
苦
し
け
れ
ば
、
物
も
つ
ゆ
ば
か
り
ま
ゐ
ら
ず
、
（
源
氏
物
語
・
総

あ
げ

角
ま
き

）  

➢
 

（
大
君
は
）
気
分
も
本
当
に
苦
し
い
の
で
、
食
べ
物
も
ほ
ん
の
少
し
ば
か
り
も
め
仕
上
が
ら
ず
、 

➢
 

（
院
ガ
）
世
を
し
ろ
し
め
す
事
は
今
も
か
は
ら
ね
ば
、
い
と
め
で
た
し
。
（
増
鏡
） 
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➢
 

（
院
が
）
世
を
お
治
め
に
な
る
こ
と
は
今
も
変
わ
ら
な
い
の
で
、
た
い
そ
う
喜
ば
し
い
。  

➢
 

翁
答
へ
て
申
す
、
「
か
ぐ
や
姫
を
養
ひ
た
て
ま
つ
る
こ
と
二
十
余
年
に
な
り
ぬ
」
（
竹
取
物
語
） 

➢
 

（
竹
取
の
）
翁
が
答
え
て
申
し
上
げ
る
こ
と
に
は
、
「
か
ぐ
や
姫
を
育
て
申
し
上
げ
る
こ
と
は
二
十
余
年
に
な
っ
た
」  

➢
 

（
生

な
り

昌
ま
さ

ガ
）
「
（
中
宮
様
ニ
）
こ
れ
ま
ゐ
ら
せ
た
ま
へ
」
と
て
、
御

お
ん

硯
す
ず
り

な
ど
さ
し
入
る
。
（
枕
草
子
・
六
）  

➢
 

（
生
昌
が
）
「
（
中
宮
様
に
）
こ
れ
を
さ
し
あ
げ
て
く
だ
さ
い
」
と
言
っ
て
、
御
硯
な
ど
を
さ
し
入
れ
る
。  

➢
 

身
を
捨
て
て
額

ぬ
か

を
つ
き
（
仏
ニ
）
祈
り
申
す
ほ
ど
に
、
（
更
級
日
記
） 

➢
 

身
を
投
げ
出
し
て
額
を
す
り
つ
け
て
（
仏
に
）
祈
り
申
し
上
げ
る
う
ち
に
、  

➢
 

（
中
宮
ノ
）
御

お

前
ま
へ

に
参
り
て
、
あ
り
つ
る
や
う
啓
す
れ
ば
、
（
枕
草
子
・
六
） 

➢
 

（
中
宮
様
の
）
御
前
に
参
上
し
て
、
さ
っ
き
の
あ
り
さ
ま
を
申
し
上
げ
る
と
、 
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練
習
問
題

15

（
敬
語
総
合
） 

[

Ａ] 
次
の
傍
線
部
の
訳
を
〔 

 

〕
に
合
う
よ
う
に
補
っ
て
、
現
代
語
訳
を
完
成
せ
よ
。  

１ 

「
（
私
ハ
）
今
ぞ
心
や
す
く
黄

よ

泉
み

路
ぢ

も
ま
か
る
べ
き
」
（
大
鏡
・
序
）  

 
 

（
訳
）
「
（
私
は
）
今
こ
そ
安
心
し
て
黄
泉
へ
の
路

み
ち

（
＝
あ
の
世
へ
の
道
）
も
〔 

 
 

〕
」  

１ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

２ 

「
か
の
白
く
咲
け
る
を
な
む
、
夕

ゆ
ふ

顔
が
お

と
申
し
は
べ
る
」
（
源
氏
物
語
・
夕
顔
）  

 
 

（
訳
）
「
あ
の
白
く
咲
い
て
い
る
の
を
、
夕
顔
と
〔 

 
 

〕
」  

２ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

３ 

「
（
私
ガ
）
太

だ
い

政
じ
や
う 

大
だ
い

臣
じ
ん

殿
殿
に
て
元
服
つ
か
ま
つ
り
し
時
、
」
（
大
鏡
・
序
） 

 

 
 

（
訳
）
「
（
私
が
）
太
政
大
臣
の
御
殿
で
元
服
〔 

 
 

〕
た
時
、
」  

３ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

４ 

「
こ
れ
を
な
ん
、
身
に
と
り
て
は
お
も
て
歌
と
思
ひ
給
ふ
る
」
（
無
名
抄
）  

 
 

（
訳
）
「
こ
れ
を
、
自
分
に
と
っ
て
は
代
表
歌
と
思
っ
〔 

 
 

〕
」  

４ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

５ 

（
源
氏
ハ
）
の
た
ま
ひ
さ
し
て
、
若
君
を
見
た
て
ま
つ
り
た
ま
ふ
。
（
源
氏
物
語
・
柏
木
）  
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（
訳
）
（
源
氏
は
）
お
っ
し
ゃ
る
の
を
途
中
で
や
め
て
、
若
君
を
見
〔 

 
 

〕
。  

５ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

６ 
上

う
へ

も
聞
こ
し
め
し
、
め
で
さ
せ
た
ま
ふ
。
（
枕
草
子
・
二
一
）  

 
 

（
訳
）
天
皇
も
お
聞
き
に
な
り
、
〔 

 
 

〕
。  

６ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

７ 

（
帝
）
「
こ
の
女
、
も
し
（
私
ニ
）
奉
り
た
る
も
の
な
ら
ば
、
翁

お
き
な

に
冠

か
う
ぶ
り

を
な
ど
か
賜
は
せ
ざ
ら
む
」
（
竹
取
物
語
） 

 

 
 

（
訳
）
（
帝
）
「
こ
の
女
を
、
も
し
（
私
に
）
差
し
上
げ
た
も
の
な
ら
ば
、
翁
に
位
階
を
ど
う
し
て
〔 

 
 

〕
」  

７ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

８ 

御
心
を
た
が
ひ
に
慰
め
た
ま
ふ
ほ
ど
に
、
三
年
ば
か
り
あ
り
て
、
（
竹
取
物
語
） 

 

 
 

（
訳
）
お
心
を
互
い
に
慰
め
合
い
〔 

 
 

〕
う
ち
に
、
三
年
ほ
ど
経
っ
て
、  

８ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

９ 

い
と
暑
し
や
。
こ
れ
よ
り
薄
き
御

お
ん

衣
ぞ

奉
れ
。
（
源
氏
物
語
・
蜻

か
げ

蛉
ろ
ふ

）  

 
 

（
訳
）
た
い
そ
う
暑
い
こ
と
よ
。
こ
れ
よ
り
薄
い
お
着
物
を
〔 

 
 

〕
。  

９ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

１０ 

簾
す
だ
れ

少
し
上
げ
て
、
花
奉
る
め
り
。
（
源
氏
物
語
・
若
紫
）  
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（
訳
）
簾
を
少
し
上
げ
て
、
花
を
〔 

 
 

〕
よ
う
だ
。  

１０ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

１１ 
「
も
の
恐
ろ
し
き
夜
の
さ
ま
な
め
る
を
、
宿
直

と
の
ゐ

人
び
と

に
て
は
べ
ら
む
（
源
氏
物
語
・
若
紫
）  

 
 

（
訳
）
「
何
と
な
く
不
気
味
な
夜
の
様
子
で
あ
る
よ
う
だ
か
ら
、
宿
直
人
と
し
て
〔 

 
 

〕
よ
う
」  

１１ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

１２ 

誰
た
れ

な
ら
む
と
思
ふ
ほ
ど
に
、
故
宮
に
さ
ぶ
ら
ひ
し
小

こ

舎
ど
ね

人
り

童
わ
ら
は

な
り
け
り
。
（
和
泉
式
部
日
記
）  

 
 

（
訳
）
誰
だ
ろ
う
と
思
う
と
、
亡
き
宮
に
〔 

 
 

〕
て
い
た
小
舎
人
童
だ
っ
た
。  １２ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

[

Ｂ] 

（
訳
）
を
参
考
に
し
て
、
傍
線
部
の
敬
語
は
誰
か
ら
誰
へ
の
敬
意
を
示
し
て
い
る
か
答
え
よ
。  

１３ 

（
中
宮
ノ
所
ニ
）
大
納
言
殿
の
ま
ゐ
り
た
ま
へ
る
な
り
け
り
。
（
枕
草
子
・
一
七
七
）  

 
 

（
訳
）
（
中
宮
様
の
所
に
）
大
納
言
殿
が
参
上
〔 

 
 

〕
た
の
だ
っ
た
。  

１３ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕 
 

１４ 

殿
と
の

、
（
中
納
言
隆

た
か

家
い
へ

ニ
）
「
と
く
御
紐

ひ
も

解
と

か
せ
た
ま
へ
」
（
大
鏡
・
道
隆
）  

 
 

（
訳
）
殿
は
、
（
中
納
言
隆
家
に
）
「
早
く
お
紐
を
〔 

 
 

〕
解
き
〔 

 
 

〕
」  
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１４ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕   

解
答 

１ 

〔 

参
る
こ
と
が
で
き
ま
す 

〕 

２ 

〔 

申
し
ま
す 

〕 

３ 

〔 

い
た
し
ま
し 

〕 

４ 

〔 

て
お
り
ま
す 

〕 

５ 

〔 

申
し
上
げ
な
さ
る 

〕 

６ 

〔 

お
褒
め
に
な
る 
〕 

７ 

〔 

お
与
え
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
、
い
や
お
与
え
に
な
ろ
う 

〕 

８ 

〔 

な
さ
る 

〕 

９ 

〔 

お
召
し
に
な
り
な
さ
い 

〕 

１０ 

〔 

差
し
上
げ
る 

〕 
１１ 
〔 

お
控
え
し 

〕 

１２ 

〔 

お
仕
え
し 

〕 

１３ 

〔 

作
者
か
ら
、
大
納
言
へ
の
敬
意 

〕 

１４ 

〔 

殿
か
ら
、
中
納
言
隆
家
へ
の
敬

意 

〕 

           


